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1.まえカE き

昭和128 年 6 JJ 26 FJ J)~表H:îによる阿蘇山集の林野崩壊を林業試験場の各部1 "Jが共同して，

その即IJ，lr iJ，'â査ならびに対策を考究するとととなり同年 9 )J 1 日から I ， ;J 8 日まで現地調杢が行わ

れた。活材、î'fG1 "Jカミらは坂口勝美と林誠柴がとれに参画した。この復旧活林対策は，多分に社会

最済的な阿， 1玉l土保全の町等にわたるため経営16)，防災13〉 19)，ニf:壌の各告111 "J と関辿がある。し

たがってp 他1"(151っで詳報されている範囲ばつとめて主復をさけ浩林音líf"Jの範囲 Iこゐいて検討を

行った。 イ三利コを i乙 3うたり御指導と{均五UJ言をいただいた荻原貞夫博士， づ小、 l申幡卜幡近i迩i生主経営剖部H長毛七， 干石i川他

L械j長fi辺~

j刈仁μ4eJj，熊本県庁p 関係地 jj事務向1・3己、よび地元nlj'村の方々には本吉川jをにあたり多大の仰使'ri:を賜わ

( 1 )造林f'H\造林科長 ( 2 )造林部植生研究室長
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うた。ここに)，/< J感謝の立をJとする。との調査、j技J，Jg-が [1" I!.å'r- ll ， 従の将来の洪水予防iこ幾分で、も役

1てば幸である。

2. 阿議地方の水害対策浩林に関連する各種因子

A. 群集

(ω1υ) 植生Jのコ単{位立と十初t占仙』

阿掠山集の布杭在生は;海毎抜.γ「尚4 によ lリ) ，ゐ上そド古:11 ， ，[，市1 ， _I.許1Iの 3 附f，t l亡分けられるとJι ぅ G そ

の 1 つの一下合防I{[!=[ミ!土阿見知人j陥 111 の円n-:-Hヰ1I1こイ立世し，外l陥 1I1 の ~armをなす北I口]山国有林 o伝抜300

m~790m) にみられ。。 と ALはかつて熊本営林仙のが[生;iI.'ði在におし、て分類したJ，tJ'lf:に従って

概観すると， rl'部九州地方l人'J[f，:m:U J mっ也の常緑広葉樹の群落で、あるシイ ~jt カシ類，アカマツ，

クロマツ 1洋系に包合されるスダジイ，ウラジロガシ，ヤブツパキ，シデ知， リョウブ{作集をな

している。との北向山国千f林は i決plU也に千j七在しノ'kilJ;[ìriü:安保安林で，その地院の)\.部分がほとん

ど人為的干渉(J~， 力 11 わっていなし、 jくr.ekt，;;で九州・1 1['部地J~lの l五1lfi:J 也jjの低山山岳地を後っている

7仕様広葉閣の打下落で、あるシイ会j'j， イスノキ， ウラジロガシ， タブノキ 11下旬三と比較してそのイ({I:

J) f立世がよりよ、:J..HIJ 岳(1句， 1人，J[情的の'1''I:'l'fをたび、るものでスダジイ，ツブラジイ，ウラジロカa シ，

アカガシ，アオガシ，カゴノキVì;のii?探広葉樹を主とするぷ\~:;j:Mq亡 1iZ(Wji'.I '.fiÌ'1主の溶:柴山i木で、あ

るイヌシデ，クマシデ，アカシデp ケヤキ，イロハサミヂ，エンコウカヱデ等をと混じて 11下落を

形成しているものでるる。これは安定した極盛有!の林といし、うると，巴われる。

つぎに中郊の杭生で、必るが，とれは阿蘇の内輪山と外的 11 ，の 11\]1乙位置するもので，海抜必上

Phot. 1 

そ 600m から 850m の間であ i人税

引λ令官庁民家敷地，農耕地 y スギ p ヒノ

キ f舎の111林地となっている。そのため

この辺|山1有の航生がL、かなるものか油

{1ft:につかむととは I{!難であるが， 1 (;次

のf手:敷林や小而ーもiIながら現存ずる-jJffi

生材、等から推察して， 7L :1+111 ，系r[市[í.l也

方H友併上位抗生て、あるモミ，ツカ\アカ

マツタクリ，プナ 111'系に包合されるモ

ミ，アカガシ p ヨグソミネバリ，ヤブ

ツバキ，ハイノキ W(・wに回する抗生と

店、われる。 この俳句ごは英1~三 LIJ から阿蘇
写真 1 北向山国有の林林中11

iJJ 1乙王る火山 'I"j尖li服の利'Hぷ、山岳地帯
The fore3t phisiognomy of KIT A MfJKIY AMA 

national fore5t. I乙イ/-{i'する針・広ìU交の ltT: i容である。
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との ii下 tl! í 係正;j 本将ではモミ，

1~1íにアカヵーシ，ケヤキ，ハ IL-ニレ，オオモミヂ，ハ

白リギ 1) ，ナラガシワ，クリ等も合まれている。従高一

本件?にはそしツガ，アカガシ，シログモ，ウラジ

ロガシ，クリ，ヨグソミネベリ， イヌシデ， ケヤ

キ，コハウチワカエデ予を混じ， ù'U本附には多数の

ヤプツパキ，シキミ，ハイノキ，シラキ，ヒサカキ

三年がみら ALる。しかし，現点では航生の推移がそと

までj並行せや注'1'mの状態を呈している。との地も

11{(~りとli慌がimめばいつか l二，;己のような森林となると

以われるが， J;見 {I:は):.:..~{~生のモミもツガもみられな

い。しカゐし，アカガシ，ケヤキ p ハルユレ，ハリギ
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にナラガシワ， クリ， イヌシデミ与の*裳構成分 r
写真 2 久木野国有林におけるプナ密主とせ

は現イfーしている。恕像するに，とのよ世帯の倒斑村!の る林杯1 (熊本営林局原凶)
Phot. 2 Beech (Fagus crellata) forest 

4よはモミ，ツガ {c 主としこhにケヤキ，アカガシ， in KliGINO national forest. 

クリ，ナラガシソ等を交えた主 1- ・広i長交の森林であろうと思う ω 故後に lプn;の村〔生であるがと

の守 -øu'ま pl1I:6長îH古:Ií仲1;臼!l l 久本昨国有林のJ1'L 卜J付近の海抜ゐよそ 1000 m~llOO m 附近にみられ

るプナ， ミズナラ p コハウチワカエデ，アプラチャン，スズダケ昨U!:で，プナ， ミズナラが多

〈生育し，スズダケが地支局日本併にf尽く繋生している。優雨水階にはプナ， ミズナヲ，コハウ

チワカヱデや小数のアカガシがみられ，従高木府にはアカシデ，イヌシデ， ミズナテ，コハウ

チソカヱヨ， ヤマナラシ，シラキ，アオハダ，アセピ:手がみられ， dUイ三 :~t'Tにはアプラチャン，

アオハダ，アップキ，コベノミツベツヴジ，ウリノキ等が生育している G

日ní蘇!人J'IiÍiù山の糾了・岳，高 ff;- ， '1' /T;，梢込Hê ， .゚ I゙il T IÎi等のいわゆる阿i!，，f<ill も海抜: 1000m 以 1- は

気 jl)~ i'I"J礼士山からすれば当然ブナ，タンナサツブタギ，スズダケ昨系に同すムプナ， ミズナラ p

コハウチソカエデ， アブラチャン， スズダケ i作集に制似したM生主'!のものとなるべきである

が，現 (1: '1 '[1";は l'rt 火を続けたえやun聞と 'J( Jl I &(を被リ 1:地が安定していないので十1{(~f:.5主涜が

I口Jjß捗せーや，懸命不安定な土地にも ~t守るミズナラ， カシワ等がみら JれL:土L:土地也削カが:安!定之してカかミらでで、

な〈て Jは土生じないプナ 1宰宰担!は土まだ生育してし、ない。 4作‘年flにこ山]頂百附;近庄で、はたえ

強I風賀武11に亡あふられるのでで‘，煙:容と風容に強い樹間でなくては生育できない。現有かような土地に

みられる役l主主は位J高の111いナナカマド，ネジキ，アセピ，コパノミツベツツジ， リョウプ，ナ

ツツパキ，ムシカリ，キハギ， ミヤコザ、サ，タンナサワフタギ，ヤシヤブシ，ベニドウダン，

ヤマヤナギ， ミヤマキリシマ，ツクシヤブウツギ，ヤマハギ p ノリウツギ，アキグミ等でるる。

ブナは九州、l.t也方では海抜必よそ 700m~800m カ通ら生じ 1EOO m~1750 m に長よんでいる。
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Phot. 3 
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写真 3 阿蘇~~JIの火入れ放牧地の全景
The whole view of grazing area in Mt. ASO , 

burned every year. 

阿蘇連山 rjl の 11止高架高岳で、も 1592m 

にすぎないから，当然阿蘇山はすっか

り安定したばあいは]百J二まで、プナをと主

とした森林となるべきはやで，とのプ

ナを主とした材、が制j虚相たるべきもの

であると邦'~~毛さ ~Lる。

(2) 人為的影響(火入れ， tr:正に

乱伐等)

"!1íy項で、阿蘇I+H'ylí地区の十'j{(生とその極

雄知を下部， 1[ 1告1\ ， J二部の 3 附段に分

けて並べたがp 本項では火入れ， 採

札乱伐等の人為的干渉がどのように

植生辿続に影響をゐよ lま、しているかを ;tJM査資料にもとづいて記してみよう。上述のように外崎

山の二|ヒ I ，'， J 山は国有林であり，かつ， ;kiJJ;I悩護保安林として保護されほとんど人為的の iニ沙を交

けて L 、ないのでこのよ也)j川仔のち幸子主たる 'fi?緑広葉樹林を形成している。との北向山国有林の東

隣-qiFは代行でJ12京地となっているのでー部スギ，クヌギ等の詰!:林地を除くとヨモギ，ヒメヨ

モキ、 p アソノコギリソウ，ススキ p アプジススキ，カリヤスモドキ，オガ J!.- カヤ，ソテピ，タ

チメドハギ， ミツパグリー，モロコシガヤ，ヤマハギ，キベナノカワラマツ P九シラヤマギク，

ワレモコウ，ツリカ‘ネニンジン，アキカラマツ，ツクシノダケ p オミナヱシ，オトコヨモギ，

キンミスヒキ p ツクシヒメアザミ， トダシパ等ーが禁生している広しリ下)lj{で、ある。土地の人の活

では，とのよ也帯も昔は-Itl r'，] 111 ほどではなかったが，かなりよい4木をなしていた。 しかしひきつ

づいての乱伐やJ来事.火人H.等のキ，'f l_f~とのような J11(JJ~[ となってしまったとのととでるる。との

両者ーをど比較してみると，すぐに乱伐，火入れ， ;]宗I下等の人為的の子沙がいかにそのこ1:地の航生

を舵壊しているかがうかがわれる。

阿蘇内愉山と外愉山の1[1[ [\1 に位する1[ 11"i[ít包帯はl('~~のJîlí布地であ 1) ，広い農耕地やiii林地と

なっているので， ととも人為的影響をえいにとおむつてし、るといえる。 森林は大部分がスギ

(多) ，ヒノキ(少)，アカマツ(少)，クロマツ(少)，クヌギ(少)等の浩林地で， )(-?d~生林

は清川に小面的のものはあるがん((Ij積のものはほとんど、みられない。天然生林lì.r.記のように

ケヤキ，ナラガシハ p クリ p アカガ、シ(少) .;与をどこì:とする林でまだモミ，ツカ、等が 11'，現するほ

どは植生が逆行していない。とれらの林と Cいつまた経済的対集のため皆伐という植生連続に

とって此も大きな影響のある ~rJflLqにならないともかぎらない。かように人為(1句影響によリ後退

された杭生はその現状から月び似胤相の方向に発注を繰り返すとととなる。

阿蘇内輪山 J) ー I ぷ 1\は噴火， Il rf~i~L'!:;I~~による n然(I"J干渉により航生はまだ進什せや，それらの附
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写真 4 火入れ原野に桟存ぜるカシワ類

Phot. 4 The oak-trees (Quercus dentata) surviving after burning_ 

手?にもたえてゆけるようなイタドリ p メイゲツゾウ，カリヤスモドキ p キリシマノカ、リヤス，

コイワカンスヂ干のヰ(+.:やさヤマキリシマ，ヤマヤナギ，ヤシヤプシ，タンナサソフタギp ナ

ナカマド，ネヂキ，アニトグミ， リヨウブ，ナッツベキ， ノリウツギ，キハギ，ヤマハギ等の低木

'111:の木本村[物が生7守しているにすぎない。比較的安定状態に進みつつある桜子舟等の中央部以

~Fではミズナ 7 ，カ'.:'ソ，ツクシオオナテ，ナラガシ '7等のカシワ類がかなり広11'I ilWにわたり

主再生している。 海抜的にみるとナラヵーシワが此低1;'1)にあ ì) ，つぎにカシソ，ツクシオオナフ，

11こぽjj部はミズナラが多い。その他の木本主Jiとしてはツクシヤブウツギ，ヤマヤナギ， ノリウツ

ギ，アキグミ，ネヂキ年のdr-'l三がみられる。 11佐の~-r民によると今から 20/'1三 11Îj まで、は毎年 3

}1 1:1" 旬から 5)1 20 rl ごろまでのHlJに火へれを行ったものである。そしてカシワ矧は以前から

あ九今よけもうと多かったが薪茨等に伐られ少なくなったものであるという。しかし幾分伐

供から腕芽するので少なくはなるが全くたえるととはない。そのうえ火入れにより，いったん

喰えてもがi記せ歩月三をふいてくるので‘残{{したものである。

現存のカシソ士fjではカシワが火には最も強い。その他ヤマヤナギ，アー子グミ，ノリウツギ等の

位:t.H[ も火に強く一度燃えてもなかなか化なや芽をふいてくる。以 l二のようで火に強い"fìÏ'i，H[のみ

が銭存している。 1*式U也は /'1' 々の侃 I'J'('こより土地がやせ気J1~~で;.)'，-fC丈が次第にイまくなる o rn-己1 11\:

5付近の火入れも行わやまたJ主主:'(も政~ (I:行われて L 、ない地区の日比j杢をしてみたが樹木ではカシ

ワ， ミズナラが点生し， iWfイ4主fiにはノリウツギ，アキグミ，コウツギp チョウセンシモツケ，

ミヤマキリシマ，ヤマハギ，ヤマヤナギ等がみられヤマハギが社も多い。

:11〔木の砲をf!は保草地や大入よ也と引二叫に建つてはいないが・故に芋丈が高くな 1) よく繁生して

いる。ととにススキ p カリヤスモドキ p ト夕、シベの生tfが上く前二 X~は平丈 2m~3m にも
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法しているところがみられる。 l').J:により火入れ， iね出入札f主宰の人為~1"J~c;~，呼が制服付 Iに 1土ーす

る前生の推診をいちじるしくむくらせていることがわかる。

ゆ) 放牧による影響

阿蘇山の内倫山のド部とその Pllll手一帯は現 (1:放牧が行われている。そのため杭生辿続が -1('1

J1t捗せ1' 1"j--のととろ iこ停滞してむりノシパ，スズ、メノヒヱ， トダシパ等のイネド!仙物Jを主と

するこ〉ベ!JJ( となり，そ~LIこアキグミ，テリハノイバラ， ノリウツギ，ツクシヤプウツギ，コウ

ツギ，ヤマヤナギ等のiI'U -1(類がl人生し，そのIilJ l亡ニシヨモギ，ヒメヨモギ，ケショウヨモギ， ヒ口

ハヤマヨモギ，カワラハハコ，アソノコギリソウ，オキナグサ，ロクオンソウ，ウマノアシガタフツ

クシアザ、ミ，イタドリ，ツクシゼリ p サワヒヨ r リ，オトコヨモギ，ヤマジノギク，メガ;l-カヤ，

オガルカヤ，コマツナギ，コウゾリナ，アプラススキ，カリヤスモドキ1与のー早本主fii;~生じてい

る υ とれは放牧により京高の好むものは食い荒され，有持なものまたは好まれないものは残イf与

するが家南にふまれることが多く十分な hl(l長をとげえない。そして，とのような放牧地と放4t

が行われてし、なしリ也J:vl(と比較してみると，放牧が行われていない地域では吋-;HlNiでも小:丈が

よくのぴ lm~2m にも j直ーしている。:i)，とにススキ，アプラススキ，ヤマハギ， トダシパJ辛カ;よ

い成育をとげとのよ位区のtl!UI:.を之配している。しかして， その:弔問の'1 1 にはミズナラ， カシ

ワ，ツクシオオナ ~-; g;S~のカシソ去j'j治宝かなり多く生.じ，ヤマヤナギp アキグミ， ノリウツギ，ツ

クシヤブウツギ等のi抜本矧も多くなしかっ樹高もr.-:j くなってし、る。とれは明らかにNc生辿続

の一進展ーを示しているものと，U う。

B_ 地形(主として傾斜と方向)および海抜高からみた植生の状態

今般の;j)i，j査は崩壊のJはも激しかった阿蘇内輪山市rújの色見村， (1 JJ\村，土<:lIÞJ1'り也杭のいわゆ

る南郷行を主とし，北rMの '(J1・地 Ilrr，黒川本j地積の阿蘇f ]̂'fi(nì山を参考 i乙訓査したものである。J' f

水村の西部長陽村にある北I，'J UI 国有林は阿蘇外輪山の内情に伶し，海抜ゐよそ 300m~790m

の rmlこあ i九ノ'kit'ii i尚益保安林をなし，かっ国千二j- }ffi.\致ft\í1Ji林に指定されている。山の l二部 l土参加j

交代の大名の通路でその fI1，j(!W I乙並木状をなした旧!1Ií'iÏ!1'，j:Jコスギ，ヒノキの老令人工林がる 1) , 

それ以下はコジイを全とするff-Hfたる常緑広葉樹林で崩壊もほとんどなし かっ洪水力妓併

も全くなかった。との固有林は」ヒと問 i乙 200~40" 傾斜して公 i) :itltl:部の 7S0 m fíl~m:にはス

ギ，ヒノキの人工老令本があり ι[11乙点々ケヤキ，イヌシデ等の決架高木が~j:_じ，その下木には

ヱゴノキ，アカカ恭シ，シロ夕、モ，イヌガヤ，ヤマボウシ，ヤプムラサキ，イロハモミヂ，ケヤ

キ，イヌ:/デ，ヤプニクケイ，アサヒカヱデ，ウリノキ，コパンノキ，ハマクサギ，ネヅミモ

チ，マユミ p マルパウツギ， ミヅキ，ヤブツパキ， ミヤマハハソ，シキミ，クマミヅキ，オオ

パクロモジ，アプラチャン，ネコノチチ，カヤ，ウリハダカエデ，シラキ， アオキ， ハイノ

キ， ミヤマシキミ等の常緑や法葉山小正:j木， irl~木類が混生している。 45に多く群生しているも

のはアオキである。下:4tはノプキ，モミヂガ、サ，クサヤツデ，チヂミザ、サ， ミヅタマソウ， ト
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リアシショウ?，オウパショウマ，フジカンゾウ p ガンクピソウ，ヱゾスミレ，ウパュリ，ヒ

メミヤマスミレ，マツカゼソウ，ダイコンゾウ，ダケゼ、リ， ミズ，ハカ。クリツリフネソウ，オ

ウパノヨメナ，タカクマヒキオコシ，ヒヨドリパナ，ヤマシロギク，クサアジサイ，シラネセ

ンキユウ， トチパニンジン，キツコウハグマ，ショウジヨウパカ?，ヱピ、ネ，シハイスミレ，

シノノメソウ， ミゾシグ，クマワラピ等が繋生している。以上のうち特に昨生しているものは

モミヂガサ p クサヤツ玉三\ ミズ，クサアジサイ等である。またヤマフジ，キジヨラン，マツブ

サ，クロタキカヅラ等のつる植物もみられる。 rll の q ，央部以下の北両ならびに IJlínJ;の傾斜地に

はE んな計イ iが多く，その!mにコジイ，アオヵ:シ，パリパリノキ，ヤプツパキ，サカキ，カゴ

ノキ，ヤプニクケイ， クロキ，カヤ等の常緑高木が多く生じ p そのなかに点々ケヤキの老た木

があ九そして作品I仰の根がそれらのうf'HI \J 1亡がっちり1'1~ど下している J)がみられる。 ドイミには

ハイノキタアオカ、シ，シキミ p ヤブツベキ，イヌガヤ p イズセンリョウ，パ l} パリノキ，コショ

ウノキ，サカキ?与の常緑樹が多く， .I.~î~ 々ハマクサギ，ヒメウツギ，ハネミイヌエンジユ，イヌシデ

等の落葉m~本主Jfがみられる。 ド草l主上部が広:!日立Jでゐゐわれている関係でf弘光の身、j 入の惑いと

とろが多くあまりよい成育をなしていない。みかけた村[物はキヱピネ，サツマイナモリ，クジ

ヤクシダ，ヒメウワパミソウ，ジユウモンジシ夕、、P シラガシダ，ヒロハイヌワラピ，カナワラ

ピ p ヒメカナワラビ，オオパイノモトソウ，コチヤルメルソウ， キヨタキシダ\ ヤブミョウ

ガ，ナキリスヂ与でシグ額が多いっ治 kにはカタヒパ，イワイタチシダ，コウザキシグp クリ

ハラン，ヒメイタピ，ダイモンジソウ，イワタパコ等の航物が着生しているのがみられる。

北向山固有林の森林1'1!(生のてJ(pr存は以上のようであるがp 今般のような米竹千{の降氷にあって

もほとんど崩壊もなしまた山何ーが榊水したn川の激流に洗われでもほとんど被符のなかった

のはよく森林が保能されていたたかけ、によるものと，目、われる。

阿蘇外愉山と f 1̂'Iií;û山の I!'ftlJ Iこ位置する í~ ~t!'+L n JJ，村等の海抜むよそ 430m からゐよ

そ 800m の !i \lの中[I'(~I~)jWLはほぼつぎのようである。すなわち p It家の尿îけ1;やその [íf.Jj立はス

ギ，ヒノキ，クロマツ，マグケ，クスノキ，イヌマキ等の植栽木やケヤキ ， n与にアカガシ，ヤ

プニクケイ，ヱノキ，ナラガ、シヲ p ハネミイヌヱンジユ p オオモミヂ， .h リギリ，ハルユレ，

ヱゾエノキ，コナラ，シナノキ，ネムノキ p ヤマザクラ等を交えた林がみられる。スギの植栽

休が4加と多い。とれらの村〈ドゃJ・H号、等にはコウツギ，ヌルデ，ツリパナ，マユミ p コマユミ，

エゴノキ，アキグミ，サワフタギ，コゴメウツギ，ムラサキシキブ，サンショウ，コハウチワ

カエデ，アズキナシ，ヤマモミヂ，アオキ，カマツカ，チョウセンシモツケ，ノリウツギp コ

ゴメウツギ、等の#li*穎やヂンノショウコ，イヌタデ，ツユクサ，コウゾリナ，クサフジ，ニシ

ヨモギ\シラネセンキユウ，ヤマキケマン，イヌヨモギp ダイコンソウ p ハガクレツリフネ，

ナ功ーミノツルケマン，ヌスピトハギ，カワラマツバ，クサアジサイ，ナンパンハコベ，アキノ

キリンゾウ p シラヤマギク，アプラススキ，ホトトギス，ヤマシロギクタテンニンソウ，ワレ
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壬コウ p コプナグサ，アソノコギリソウ，ヤマイヌソラ\:'"，クマワラビ，ゼンマイ，ワラピ，

ヘピノネゴサ等の);『『:本Jifiがみられる。今度のJK詐に|探して，との地区で最も広範fÆにわたり航

栽されているスギ匙林地などの1点林地が洪水と二1:1ゅのNëIi\をととで食いとめ，下流の被f芹を僅

少ならしめているととろがJ初叶にみらオLる。

阿蘇山の内倫01のj!止 F部とその何野一帯は海抜去よそ 800m 以下で，現在L 、わゆる過放牧

々!Jl}1こ近い状態にあるようにJιわれる。家評iの好んで、食べるイネ科(:fj;の多年生1;日本主nが選択íl'~

Jこむとろえる。:ÌÈ!:に京市J)好まない草木類や HIミ生の171: イ"Hîが優勢となる等の一般的の特徴が

みられる。永年の!/{4.í，::により j比例の優I11桔で、あったススキを主とする草原はほとんどヨ与を治し

てしまい，現主はノシパ，スズメノヒヱ， トダシパ:，yを主とする平丈の低いシパ/Jj(となり，そ

.hにアキグミ p ツクシヤブウツギ\ ノリウツギ，テリハノイパラ，クララ，ケショウヨモギ，

ヒメヨモギ，ワラビ，ゼンマイ，カワラハハコ，オキナグサp ウマノアシガタ，ナワシロイチ

ゴ，ツクシゼ， 1) ，ツクシアザミ，イタドリ，ロクオンソウ等の31jiRILかp または家南の好まない

陀類が盛んにはびこっている r シパ草原は11'(:落発述J:からすれば i市在極杵lを必わすものでな

く p 克主rrの一過程を示す rltli lJ利 lでるるが相当安定的なのが汗illIである。阿蘇郡色見付，r'!水村

にわたる fíiiEi*内輪山の 11~了.-Hë， 高fr(，丸山， 烏JfIU子 ríif'年の市側1鴨川げriの海抜ゐよそ 600m か

lら 1200m 1mの出野をiI';!J:たしている主要な有花粉jはみ 1I1 により幾分の利 F主はるるがほぼつぎのよ

うなものである。 まやp 樹木知ではカシワ， ミズナラ，ツクシオオナラ， ナラガシソ，ネヂ

キ，ヤマヤナギ，ノリウツギ，ヤシヤプシ，コウツギ，ツクシヤプウツギ，イヌザンショウ，

アキグミ，スズダケ，アソザサ，チョウセンシモツケ， テリハノイパラ等でカシワ， ミズナ

ラ，ツクシオオナラ:)争は!l下生して止に 4苛に根子 rï;.jjnjjーに多 L 、。ヰ木下にはアソサ、サやミヤコザ

サをともなうととが多い。アキグミ，ヤマヤナギ，ヤマハギ，ヤシヤプシ， ノリウツギ手はjlfi

??:点生するが群生しているところもある。

草卒;類ではススキ， ノシパ，スズメノヒヱ， トグシパ，チ力、ヤ，カリヤスモドキ，キンヱノ

コロ，カゼ、クサ， メガ}L-カヤ，オカt J!.- カヤ， ノガリヤス， ネズミカーャ，アプラススキ，オトコ

ヨモギ，オオアプラススキ，モロコシガヤ，イタドリ，メイゲ、ツソウ，シロツメクサ，コウゾ

リナ p カワラナデシコ，ウマノアシガタ，オキナグサ，ソレモコウ p イヌハギ，ハパヤマボク

チ p メドハギ，クララ， ミヤコグサ，ツクシゼリ，ロクオンゾウ， タヌキマメ， カワラマツ

パp ツリガネニンジン， ノアザミ p ツクシアサ、ミ，カワラハハコ，イヌヨモギ，シラヤマギク，サ

ワヒヨドリ，シシウド，ヒメヨモギ.ヒロハヤマヨモギ，ケショウヨモギ，アソノコギリソウ，

ヤマジノギク等である。この地械のー 1 -.1\îíはm'，'T:が時に行われるか，あるいは全く行われないの

でヒメヨモギ， トグシパ，ススキ，アプラススキ，ヤマハギなどが 1~3m のi\':í さとなり，よ

く~庭生している。 I五j陥山の南国[のJえr..1Ì'fíはミズナラ，ナナカマド，ヤシヤプシ，ナッツパキ，

タカノツメ，タンナサワフタギ p ネヂキ，ヤマヤナギ，コハウチソカエデ，コベノミツパツツ
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ジ，ツクシヤブウツギ， ノリウツギ，コックベネウヴギ\ リヨウブ，アセ\::' ，ハリギリ， ミヤ

マキリシマ，ヤマボウシ，ニソトコ，ツクシウツギ等からなる叢林が多く，材、下にはミヤコヂ

サ，アソザサ，スズグケが4再生しているところもある。またイタドリ，メイヂツソウ，カリヤ

スモドキ，キリシマノガリヤス，コイワ力ンスゲなどの !?L 本1!Tiのみの古l!!ジ也となってし、るとと

ろもある。令市立の水守で，との地区南部谷-併!土最もひど\. .]jiJ壊をなしたところで全山が(まと

んど全部崩壊したようなところもみられる。しかし精和11にみると，たとえばとの地区ド部のス

ギ，ヒノキ p アカマツ， 夕日 J ツ等の植松Hや k.然のカシ'/ , ミヅナラなどの樹材、のあるとこ

ろはだ L 、たい ftfi公[. 30 皮くらいまでは崩壊をよく防止している。アキグしヤマヤナギ，ノリ

ウツギなど乃小量を交えたススキ， トダシパ，カリヤスモドキ，アプラススキの草原l土倍以が

かったととろを除きほとんど/三部分崩壊してし、る c そのうちでも凹地がかった水の仰るよう

なととろは一昨よく崩壊をゐとしてし、る。 ~"n年内輪山 J;-ILr!'!iの ~j;~111 fL ''':r:t也町の j射止4むよそ

600m から 1150m 1mのtl!U!:.-状態をみるにスギ，ヒノキ， クロマツなどのが[栽林の J王かはトグ

シパ，ススキ，カリヤスモドキ，シラヤマギク，ツクシアザミ， ノアザぞアザ、ミ， ヒメノグ

ウ，ケサフジ p ヨモギ， ヒメヨモギ，ヒロハヤマヨモギ，カソラケツメイ，コウゾリナ，カソラマ

ツノご p カソラナ r・シコ，オトコヨモギ，ツ 1) カ、ネニンジン，コマツナギ， タマボウキ，フシグF

ロ，アソノコギリソウ，サソヒヨドリ，クララ，チガヤ，メドハギ\イタドリ，ウド，キンヱ

ノコロ， ミツパグサなどからなる出野をなしトダシパ，ススキなどがf~dこ多い。

とれら 1~/qJ~tのなかには点々アキグミ，ヤシヤプシ，ヤマヤナギp タンナサワフタギ，ヤマハ‘

ギ， ノリウツギ， ミヤマキリシマ，ゴウツギなどの桂木~nが生じて」、る。旧崩壊J'tl!.hlljjiはヤシヤ

プシが天然tc 生じ，また布{(栽も広〈行わ~L，そのため今般はほとんど崩壊していない。 r"J'トiítiì ~Ir 

市側と北f!llJの航生は，スギ， ヒノキ，クロマツなどの相[栽が1 Hf!!I]より北ftliJの方が椋高の前j \i.j:也

まで、行われているととやミスナラ，カ

シワなどを'Ì.:とする林が北ft!IJ よ ì) 1':'j1t1� 

によく発症しているととなどをのぞけ

ば，ノピ!i'Jfl'.jにみてゾ三した村 Hiは認めら

れないようにdlι う。

阿蘇山の正而ff 山道にあたる海抜

1161 m の千旦ケ訳・のJl'U 二から下'I!.ケ

iRをど F ì) 海抜 1142m の ~IU'Jf，I[1社， 1j.1 

[1;-の噴火口附近ー併の村[:'=[ミをみるに，

千 111 ヶ iKのJru二から T寸nヶj氏側近には
写真 5 I日崩壊地跡、に生育ぜる γ シヤプシの備生

クロマツの布白井主材ミカ:あるカ~J&主主t.llt~ く ~j( Phot.5 Vegetation of Alnus (A. fi円四a var. Sieboldiana} 

第lこ枯れつつある。その他は放牧砲で
growing on formerly disintegrateヨ places.
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ノシパ，スズメノヒヱ等を二Ì: とするシパI['{ をなし ， JIづりの好まないツクシアザミなどが生L 、集

りそのr! I に，1，"(々タンナサワフタギ， ノリウツギ，ヤシヤブシ， ミヤマキリシマなどの ìfi，~オ￡主Jiが

みられる o UUjil11社から rl I 1Ífの噴火喰の I i\ J は-f(rÎ俳れが転杭してゐしイタ!とにメイヂツソ

ウがiはも多く，ついでコイワカンスヂ，カリヤスモドキなどが点々 1洋7存をなしている。L!Ujilll

社rSf.J近には少数のヤシヤゾシ， ノリウツギ， ミヤマキリシマなどの慌木前!が~!ミじ，その川にキ

リシマノガ 1) ヤス p マイヅルソウなどが川地(1りに irrotJ:.している。との pi'E!，T<f̂-J 1ií,û L! I の二Itn'lÎは NjfI'lî

にくらべて崩壊向!万l'が非常に少な L 、ととが!1だっ。これは ~th'IÎ と ïhn'rÎの 111'[~I.:Jコイ11;\主が大きな開

jJ，j をなしているものとはdig.われない。

最後に阿蘇山の主要ソく然生干11'(物のま也分布を去に示すとゐゐよそ前支のようである。

C. 地質および土性と樹木根菜との関係わ川

阿蘇地方の地'fTJ) 一市立(i'0状態は， }(Z.U:f に ~J~色火山次土防があリ，つぎに葉作j色、'1.'lj:U'U:J討の

でるのをとWf[lIJ とし Ji之下校にはだ~:1J-~-i在による j怠1fTがある。との II\]I三j二百己のほが]7:慨をなしている

ばあいもあ，) ，また過去による!1ij'Wのために，とれらのほがかくらんされているばあいもある。

ととで，降ノkに起11，1 ずる今ミYこの崩壊と土[!J_1"Tの関係をみると，つぎのことが一般にみられる。

(a) 上続t~r)にある黒色火山次J:騎は水分の吸収きわめてよく，異常な r;lf:J}(により膨l肢とな

る ω との!併のぱさは均álWによって異なるが，ゐゐむね 80 cm 11.ドである。

(b) ドh付líの資制色f!d:'{T火山 11ミニJ:ほは，きわめて粘ftで不透ノ')(性の:1:出で‘ある。したが

って p ととでt:f:iノ'Juコ法透が妨げられるので 1-_1t行 rí との IHJ に i'r}ri'rÎ をつくる。

( c) 今次崩壊のん部分は， J:肢が日~，立の圧力によって落下し，崩壊J:ltの時11'， r i'rÎ のゐ;;;-..くは

J'IfN~色の flj I:Y"[火山 11(:1:肢がみられるととである υ

とれらの泊rt+iIJ~~iliはつぎに;主べる1'1{[生状態と関;ili し，一!ぽ災;キを助長し， j:J:j水で飽和したm

色火~i'0<:: r:は 11tt~r"渓流に押し111 さ ~L:r :1 i流となし一医大きな被ザ?を日夜一併にたよぽすこ

とは防災すríl"J にゐいて詳報さ~Lるはすて:むある。

本部I"JでIi U題となるのは，かかる地fT3 こl:'[4j:と fl{[生との機械的関係である。

(a) 欣牧地抗生、との関係

1iJ.:4'O也の十1([生は本己!(i 2 , A , (3) に並べたように，イネ科刷物jを主とするシパ)J;(である。

かかる4りり也の組系は大同肢にわたって， J:合[íが放牧のためfがl三< i);かえし食川 i乙イんされる

のと火入れのため，根系はますます浅しかっ桜:密になり，相互にからみあってp との根群{主

力{ベットをと!いたようになる。その深さは;k-~むね 25cm 程度で， とのtfH洋のあるところ

は比較的有機誌がたゐしきわめて轍拐な構志をなしている。もちろん 80cm くらいまでサ

サ類の根が \tll'，されるが散生でまうる。したがって，黒色火山友土居が飽和 l しどとかに弱紘がで

きると p かな 0 広い面干立が一度に崩落してくるとととなる。

(b) 探ヰリ也の植生との関係

将草地の1i!I生l正惜して火入れ区に比較して草丈が高しかっ経営が粗放でぬきメ1] i) が行われ



-150 ー 林業試験場研究報ftl 第 69 号

るのでかなり涼本主Jiが伐入している。

( c) 材、ィーとの関係

とのような地ft関係地で j誌も望ましいととは林水のイ:j~il{ ， -nTJ1}JíJ'.)な 1;J:1 色火Ll lhけ:を泊して，

粁i二f :'tいコ制色村J:M' を":::Jらねくととである。

本林本学f的lド内'.)γ引r川'，'市J

するも tの1乃コをじひk ろえばつぎの泊リてで、ある。ただし~/'.\ーに，阿蘇地 jjて、こ./5'!台、しなければならないのは

傾斜とのキIf介わせで、るる。

概して，阿蘇Ll 11j~ょの綬 ftfi斜土也は :f:出もかなリ i犯し、ので有川雨水でも差支えないが， ftfi制的(は

r~~i必'/''1:で1tfi，r:'[-1乙 InHえる粒J;N(をえらばねばならぬ。ととで，とれらの参与に供するため， jíÍ1n~'r<山

の水特対策泊料、の裏付けとして故も :'i(~な糾系に関する支献と判査をととにまとめてみたい。

従来根系の深さにつきタ!1 られてし、るのは， ì宋llH'!:必J.f:i]i:として，モしケヤキ， コナラ， ク

リ，カシワ，クヌギ\元来ì~~ildそ1:なるも 1/1>\1:'以後 i乙3Hl.ばIUij~の成長が衰えて強大なる多数の

側糾を生やるものとして，アカマツ，カラマツ，ハンノキ，また~~ÆjW1:組問としてヤナギ知，

ヤマナラシ，カパkt!" シデ'r:r~がある。

北海道の加者11jの i:li'(生司iQ査にあたり， 1iîfDあの行った「主製材、本山糾系調査」は， きわめ

て賀市.な資料であるので， 参考のため阿蘇山集 i乙関係ある樹H( につき記述する。 もちろん

根系の発注は[:l1~の十!JTK よってかなり見なるものとιわれるが， t::)'j.f:'町hIHJ) 峡系の様相は

うかがうととができる。 との;lMj査は， ゐゐむねJ)í'IJi'f:jIU径 5cm 内外Jコ優勢本占どとし rtJ約

3m 以上，深さ1.2m を主:~I!.i~{~ として発掘し， 根系をしらべたものである。 根の名称は杭以

(PfahlwurzeI) ，心根 (HerzwurzeI) .側糾 (Seitenwurzel) ，茸一FÆ1~ (SenkenwurzeI) , 吸

収糾 (Sz.ug\市urzeI) を JJJ いている。

ミズナ弓 (Quercus criEpula Blmne) 

胸 IHJ也係 4cm，話J気:iノド径 0.7m のも ι。この倒的は，いちじるしく i矧ル1"1:で，杭艇が太〈

1.2m に注しp またその)，時1;1乙必いて分探せる 1 側H~ もまた杭根とほぼI ， ;J んに発注し， 30 度

C 

第 1 図 ミズナラの根系(館協原図)

Fig. 1 Root of Quercus crispula. 

，)万戸J1ltに斜入しとれも1.2m 1こ注する。 WJ

-tlfU: ドに市/11長なる数多の1!11J艇を分径し，その

し、ちじるしいものは 2~3m にj玉している。

枕艇からは，奈i入ずる支根を分位するとと多

しその一部はほぼ;1\LF-にはしる。根系dア|三

均半径の 2 倍余にあたるようである。すなわ

ち，浅い根と i装い根の両方をそなえる型であ

る G

コナラ (Quercus serrata Thunb.) 



/lí!l] ï% lÜ保 4cm ， 松J冠-'1"均也径は

O.7m のもの。 i淀イjH~l:でるってミズ

ナラとほぼ同様で、ある。ただ，杭艇

から分岐せる去:棋の多くはノ1('内乙延

長している。吸収棋の発注:は件fでな

い。根系Fド径は，結J7U;竿径の 21汗竿

jL 5主ずるようである。すなわち， .fl~ 

系を地 I1 1 に深くやt，長し，吸収:fI~系の

術僻むない:it!である。

カシワ (Quercus dentata 

Thunb.) 

との粒将軍はi与さね羽生である。ただし

訓査本は，ぼうが本で， -~î L 、大きい

似系をもち，その形状は不自然にん

きい。杭1j~ とほぼ/liJ 人ーの ft/lJ艇は皆や

や~'J!;何度に斜入し，強同な根系を作

る。すなわち 1j~系を地1/ 1 にi架く仲iぐ

するが，その吸収供系は常でない型

である。

なむ， 閉鎖を保つ林地では，線系

は怖にうわl皮し，その í/屯聞は広くなく

¥11 造林関係 (坂口・林) -151 ー

第 2 図 コナラの根系 (館脇原図)

Fig. 2 Root of Quercus serrata. 
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吸収似が発注するようである。すなわち，放牧林のように疎開状態 l乙 f l::l，:てる喝介は一!副14系

が地盤保護に泊するよう発注すると述べてある。

!Tt)<;'らがIH抑谷，色日卜!必よぴ1'1 ノ'.K1'・! の丸山山抵で;iJ!'J査したi当1~1j~'I~/:t立jN(1j~系の二，三はつぎ

のとゐりである。

クヌギ (Quercus acutissima Carr.)の組系

(第 4 図.to-よび写真 6 参照)と J) ケヌギはぼうが樹の根系であって，心根が著しく発達し，

T定例色粘土質)併にi淀〈達している。ただし，クヌギのような深根性のものに2まいてさえ，との!吾

に注すると棋は念激l亡制くなるのが，との:1こ性に顕著で、ある。

(第 5 図会よぴ写真 6 参照)とのクヌギは胸高直径 6cm， 樹高 3.5m でぼうがと忠われ

ないものの叔系である。直根がいちじるしく発注し黄褐色粘土「訴に 50cm 近〈侵入してい

るがp とのぱあいも，とゴコ居i亡j圭:すると急:1乙制くなっている。

コナラ (Quercus serrata Thunb.) (第 6 図参照)
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第 4 図 グヌギの1:艮系
Fig. 4 Root type of Quercus acutissima. 
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第 5 図 ;;t .~キーの根系

Fig. 5 

Root type of Quercus acutissima. 

写真 6 クヌギの根系

Phot. 6 Root type of Quercus a:::utissima. 

写真 7 クヌギの根系

Phot. 7 Root type of Quercus acutissima. 

とのコナラはぼうが樹で p 胸高山径 4cm， 2cm，制民~jいやれも 3m であるが， 杭似ヵ:\.、

ちじるしく発達し 290cm にのび1々制色事'iî:l :Jl''Í' に 70cm 位入している。

ケヤキ (Zelkowa serrata makino) (写真 8 参!!の

ケヤキの棋は，いちじるしく太い枕根と多くの太い側棋が発主主し，岩石地ではとれをだきと

み強力な地盤安定に役立てている。写真は渓Néの横t之内!をとめている 2 例を示しているもので

ある。

カシワ (Quercus dentata Thunb.) (写真 9 参!!札)
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写真 8 ケヤキの根系

Phot. 8 Root type of Zelkowa serrata. 
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Fig. 6 Root 
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とのカシソは I/í<l]高山.径 26cm，樹高 7.6m クローネの 1116.5m である。

心娘がいちじるしく発述し，これに多くの文{誌がついて，棋の深さ1.5m，絞群の r114m ，

の最大なものは 7.5m に法している。

(写真 10 たよび第7 図参woアカマヴ CPinus densiflora Sieb. et Zucc.) 

とのアカマツは樹高 8.50m，日l司高位径 23cm の根系で，心根がいちじるしくよく発辻一し第

との!吾をとっらぬいて第 2 ;:j~の;!}:~色火山右足二J:をさらに

とのように心保

の発it したアカマツの棋はあるいはま会しいものかもし

れない。

工{き第二次の資制色械に主主:している。

一次の黄制色1)+に jどすると k糾を分|技し，

写真 9 カシワの根系
(1) ミキの側から (2) ネのj~Uから

Phot. 9 Root type of Quercus dentata, photographed. 
(1) from the stem side (2) from the root side 
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写真 10 アカマツの根系

Phot. 10 Root type of Pinus densiflora. 

写真 11 クロマッの根系

Phot. 11 Root type of Pinus Thunbergii. 
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第 7 図 アカマヅの摂系

Fig. 7 Root Type of Pinus 

densiflora. 

クロマツ (PinusThunbenhi Parl.) 

(写真 11 参J!H)

とのクロマツは樹高 14m， 胸高直

径 44cm の糾で杭根，心根・似W~し、ゃ

れも発迂ーし，特に側主!ーから強んな垂下

棋を7ごしているヰ討設がある。 心根は

1. 90m で、武制色粘土!済にj主し，全長

3 m 1L {ljlびている。

とのほか， ネムノキ (Albizzia 

Julibrissin Durazz. var. speciosa 

Koidz.) も杭根が一般によく発達し， 観~~をせられた一例は根長 2.50m I亡達し 2.15m から

黄倒色粘土質火山次肢に侵入していた。

また阿蘇のような傾斜地にゐいて， かっ複雑なこ1:)怪をもっととろをはなれて， 一般論とし

て，根系が崩壊や渓流のr-léL佐伯にはたす効IJJ として，スギ林の根系につき写真 12 をかかげて

たとう。

3. 阿蘇地方の水害対策造林

A. 阿蘇地方謹林計画に対する一般論

阿蘇地方にヰ手ける過去の土地利m状況や材、政ゐよび現11:に会ける土地利川状況に関しては，

経営部門で詳述されるので，京複をさけ，とこでは阿蘇担方のjj岡本計画を述べる立場から p そ



の資料をご検討するとととす

る υ

(1) 阿蘇地方の土地利flJ

現況と ;j!i林計画

1'1 川の水か!~t地帯は pnE!係i也

区でしめられている。との

地方の土地利川状況は，つ

ぎに/J~すように，本邦内地

の一般に比べて森林に対し

て阿野のしめる制介がL 、ち

じるしく.;;;， j;;-い。 すなわ

ちへ [íRJ活早大L1 1外陥山内に

たいては森休が 24%， fJj{ 

¥lf j白木関係 (坂 n ・林) -)55-

写真 12 渓流の横侵蝕を防止寸るスギ林
Phot. 12 Japanese redwood (Cryptomeria japonica) preventing 

野 35%，その他 41~%" [�nJ the transversaI erosion of the stream. 

蘇;fi[~全体では森林が 30% ， U;l野 43%， その他 27% となっている。

このように阿蘇山集!土広えな出野を Ilj め，地元民 l土役牛.I.!}を対反とする市Y#. を民主iこと川、

~L，生計を営んでし、る。との主幹産み挺史はすでiこ t~~川時代以前に記録';(，'x- があ ì) , その後多年

にわたっ-cはぐくまれ発注してきたものであるから，阿蘇埴方長付の経常 jHJî'にあっては斉産

事業を十分除手:して検社しなけ)1.-ばならない。

しかし，今.:jくの uと容は， と J)者産を対1~~ とする ~~;;í:+士也の平生に l叫んで，山jZにある i色:傾斜の

北I口l 山国イî林が: f:砂Hlf:ll-:安林として I~::殺されたため p 全然崩壊のみられないととは，いかに

森林が4主主:防止に gt:\I;:っているかの例，ilE とするととができる。しかるに，後にたihべるように需

産と法村、とはみ法L 、かんによっては両ひ:させふととができるので p まや第一段耐とし亡とれを

とりあげるととが怠:務で‘あると，巴わALる。

(2) 阿蘇他方のせよ林，\'1'画を支配する地ft と地形σ刈主主計1:

flÎJ色!(Jに詳述したように，阿保山集の山麓には広んな綬傾斜の何好必JI 同法~f!lj し，との区域は

ところにより海抜 850m までにゐよんでいる。しかし，之、:J:_.t;ね海抜fOOm くら L 、から 30

~45 ，立のな傾斜地があらわれや'nilf~h ÍÎiの山 JYiに注している o JJ\守対策法科、七制止として J5-える

ときには P との{作仇tJÏ昨余奈斜'1 の有相11泣主 iに乙 jlLづづ、< 2 つの区域Jは正 7 i込2J

なわち， f何平舟i虫野Í"l'泡也凶7形|ρラでで‘は経蛍営噌の f日1 (的1'.内L句Jにしたがいマツ主鉱類F兵1 ， スギ・続決林の ~II から有利な樹桁を~3:ITん

で林たを経営するととが可能である。しかし今次の Utキはネーとしてf交付に属するなftti斜地佑;

に起1 '，1 して 3なれとの区域はおもに f/J:.牧や咋 tI地として利川せられている。との区域にある訴え

対ノj、幡進による。 ** i1~，tf':，U堆による。
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写真 13 阿蘇山集地形の特徴〔である 裾野地形から山岳乞l傾斜地形に移る愛移地点
Phot. 13 Characteristic change of mountain.features from skirts to steep slopes 

in the ASO mountain rang凡

材、は，時には崩壊を起しているとともあり，また樹木があったために草生地t乃崩壊が阻止せら

れた事例も数多く見いだせる。したがって，との地'貯の治林計闘は，牧野林地でも林~~'~J也て‘も

ま -þtg-に深根性樹1"T[をえらんで経営しなければならぬととが日「裂で，その詳細|は後に述べる

こととする。

B. 阿蘇地方における造林計画に対する問題点

(1) 本生地の浩林i乙刻ーする)5え方

阿蘇地方のノk得対策i;!t林を与えるには，ま十第一 IC国此経済Jコ観点にたって， G玉H:計画が樹

てられなければならない。すなわち，森林が洪水，防!正しーlJi材|二 1[: I乙果す役割から，森林!íJî有

X'IC対し国民経済の観点から， ゐゐくの11ifJ限がJJII えられると liîJ様に， 高産事業のげIÎに主品、て

も，?;?にそのJCzl及いはGfH:f~とえ2のf!1ùからも十分検討されなければならない。

子科産と林業の経営形態 i乙は- '~J立的には林業を主休としたL 、わゆる混牧林:'!(~から，扶三廷の牧盟ì'

材、，すなわち放牧地または保引地の出IIJ!J改良を r I (:I'~ とし，かつ此牧家南のために必必な特殊二森

林であって，また牧野経営上ある程庄の必袋十1:をもっ林業等種々の段附がある。しかしーζ ，多く

の商産の権)点字i-14)23〉によっても， r幹産 i亡材、1そをとりいれるととの 'E要性が述べられている。

しかるに泊jjによっては，活林は.HJの lj~.牧をと妨げるものとか，ある L 、は;注泣に b政t牧は迂込J

であると俗似iμ凶刈Ý)ι端端l;J品;1出;;;に C芯J与3 え ら iれLて主ゐ旨り札P そiれL をヲ升非Iド1γ行'l常j

と j匙j2主1林と Jは土あるF科担度度一両古ι; しうる関係にあり1) , ましてF阿h可j蘇土坦也方のよう lにこ枇脳な2白ゑ公剥宗奈刻斜'1千判刊|卜H川.[廿州rJ山[1川l凶』腹i江l地空盤監の放

~.~上也でで、， と hが地主主f~.と\ìJß*木として， またr:流に夫iーする水〈守防1/111林として~~すえ~~;Hーの役割をJE. え

ば杭倒的に巧一究しなければならなし、古巣地ーであると }J!. ~.コオ1.-;る。
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;TtX らは牧林に対し， 1従L 、)，II!t!.をもたないが， fii林

の-，'i:場からイ，;~ûjCJJiにゐいて，その概要にふれるとと

とする。

(2) 草生地の火入れに対する~ぇ Jj

火入れについては，すでに会やくの試験研究に lえづ

いて論議されているので，ととではその一般論にふれ

歩， tùJk阿蘇地方を対象として検討をすすめるととと

する。

阿ti草地方にゐける !!i〔野大入Jレノコ幌史は，きわめて "Ifi

し古老のnーによればÍ:j，I， I'.'tlt1j(1句に行われ， ι1は火入

hがはじまると 1 ji.'!j il\J.L九卜.ももえつづけたというとと

である。その村HL，阿蘇のような側斜紋牧f也ではとく

に土也力が永年のiI\J 1こ失策iこ去え， :1:担M之内!を1I)J土毛し，

:1 :1也の 1~~全能力をへらし，森H火災の !J;(j人l をなし，火

入hの長戸Ij' よりもうji. fílj'J) }jがはるかに大きい。
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に記録されて L 、る。

}日

一反歩あたり草生量

純採草地
調査
町村 f: rド ード

放牧 f也

内牧町 、，00 210 105 

平均 上

271 140 

こ06 1-:0 

1:'0 100 1ー1 、】つ

168 120 1:0 

188 1:20 3ιo 

1::0 
河tlミ主H! 200以 k
中等生包 100
Tミ良司ごO

お{梨本、j" 500 己00 120 

小国 IH丁 2∞ 1:,0 ICO 

久木野村 168 

峰山村 230 190 1~::; 

長!湯村
りm
uし U~

~:~~ 200~ 100 
全国平均 500 

300 上nご
以上

単位〆 (生草)

林間採草地
くぬ '!f 梢栽

中下

104 75 13年生 15年1'， 17年生
日2本 125本 170 本

121 72 日年生 12:;1一生 23年生
υ2木 94 本 12 本

270 1EO 3斗'4. 勾斗 10'f~ド.
éO本 ι0-1>: ιo本

三井計夫氏による

との数f!立をみても p 全国-'1三均にくらべてよい方ではない。

しかるに，阿蘇地区でも泡元の火入れ実行者は強くつぎのととを信じているようである。

イ 斉産の附守となるダニの撲滅に佼立つ。

ロ ;阜貨を改苦し， 1=I[j 札イミ良平が除去できる。

ハ雑低木ととにイパラ等の発生を防ぐ。

とのうちイ項については，すでに阿蘇地区を対象として， BHC によるダニの駆除に関する
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写真 15 火入れ地に生育するカシワの例

Phot. 15 A vegetation of white oaks (Quercus dentata) 
growing by burning. 

詳細!な普及ノ:ンフレツ

ト I:<)H)が発行されてゐる。

ちなみに近時農薬のいち

じるしい進歩ーがあるので，

今後一段と科学的措世が考

究せられることを，色刷する

ものである。

つぎにロ，ハ;引について

は，土地利川の集約!立が大

きないl子であると忠われ

る。阿蘇の畜産と火入れの

幡史は，すでに徳川時代以

前にその記録があり，徳川

時代からは引続き行われて

いるものでp その伝統をとうしゅうしているととろにたきな問題点が見いだされるのである0

11，廿人 rr 稀滞で，人r1 ]人あたりの土地利JlJ面積が十二分にあった時代はともかし現:(1:のよ

うに集約に立体的に:f:地の完全利川をはからねばならぬ時代にあっては p 全然その観点をかえ

なければならない。すなわち保 I下にあたって P 広 J\)主的îü'tから少ない労力でまかなわねばなら

ぬrr#代は p 完全採草を行う必裂がないので火入が必叫になってくる。現行iは十分な利学的N~礎

にたって狭阻な国土を完全に利川して故多の収穫を三与えねはならぬH寺代であれその経営形態

は一変しなければならない。それには p 集約な平質改良に関し，その方耐の権威討を集め，阿

蘇I也方にゐいて火入れのI/ t ，[:がなんら高産の障害をなすものでなしかえっ℃集約な経営がと

れにまさるととの展示地、区を立け p 一般者産経営者ーの指導にあたられるとと乞色刷してやまな

，
、

、

li
‘ 

jμl二棟返される火入れのが(;.r~は，火につよいカシワ矧しか f了たないととは"rlíJfl(j 1 A (2) に

注べたとたりで，火入れを継続するIli{:り出野内の樹木の生育保，Htは|付目ff;である。したがって，

斉産と林業を併立せしめるには，ま十火入れの tlt ，/:が itな提条f11:で‘あるととを特に強拘したい。

C. 遁林計画ならびに造林樹種

(1) 牧野樹林沢ー(放牧林)の土rrfJ，主 1 H)!l~J)::l刀山

a. r'i'[':I:)lEII~;.f:，j， 

tM材、が市生保護にゐよほ「す効_\j~については多くの試験と実例がるる。阿蘇のは‘あい最も重要

となるのは， 土地の詐-9かぎり i矧ル1"1:のものをえらばねばならぬととである。 佐、jfíJ!.の選定に

発牧野樹林については経営部井上楊一見1;の助言による。



¥1I 造林~係 (坂口・林) -159-

ついてはクヌギp ネムノキ，ハンノキ

相その他本節c (2) を参J!H された

い。車;生保訟の日的としては，閉鎖度

3 害IJ (Fiかげの剖合が 0.3 限度)にな

るよう材ょを f/:iιてる。千1f[1，)ーには日巴キ千を

施して， 1 illj"歩 500~1500 本を植え

る。クヌギの例では 12~13 年生で，

むよそ 400 イヰくらいとする。

b. 家市の保護のための庇!I~材、
写真 16 阿蘇山におけるクヌギを主体とする草生庇陰林

庇陰林は，夏期に日かげを与え林内 Phot. 16 Grassland with scattered cover trees 

の空気を冷凍にし，冬場l去よぴ夜IUJは

泡熱の}Ji散を制限するため材、外にくら

べ温暖である。なるべくナラ類，カラ

マツ，ク 1) ，クヌギ等につき校 F高の

高〈樹冠のむゐくなるような仕立方が

よい。 との干慌の庇~~ヰ木は îi判犬あるいは

借状にiliJ.点ずる。 i洋状林では p 家南は

夏明はj邑J!liVヲよし、高地を好み，冷凍の

季節や夜li日加tl:l Jのはげしいときは低所

を女子むといわれるので，長:j)万「ゐよぴ門

(Quercus acutissima) in ASO mountain range. 

写真 17 同 k
Phot. 17 The same aspect. 

地に対し，そ~Lぞれ 2 ， 3 カ問先ぐらい昨状に数十ないし数百本の庇陰林をつくる。

c. 防風+1，

ft時:μ也に本，. l 、ての防風林は地il三によりいちじるしく複雑でp その効~I~を適当にあらわすと

とができないが，斗三i也のJ主1;\J也のばあい，防Jffi.\.林は 20~30 1 1I J歩を 1 区間とすれば辿当である

という例がある。 また防)且し;1?の幅を結J高の 2 ~ 41:n.!.当とすれば， JS)j)Jli.\':'!f'rと !;)j原じ;1? との 1m隔

は p 樹(f:J によっても異なるがp だし、たい，何本で 20~50m，高木で 100m といわれている。

防風林の樹極は -)1針策根性で，掠.jJ'c }J大きなものをと選ぴ ， i.昆交林を仕立て，投打などは行わな

し、。

d. 柵林

!Ji!fx地の隔FfiE物を，樹木を列状にうえ柵樹帯をつくる。柵林ft家斉の逸脱を防 I[二するため相

当の帆に幸子i航する。樹院は，その"的から下院の拡がるカラマツをとえらぶ。なた，欧米では，

GlediE:chia やBlack berry が)[) L 、られτ効県をあげている例があるカゐら， サイカチ， キイ

チゴ煩も効県があるものと忠われる。
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また，阿蘇地方の牧野には， 1刊文区ごとの境界に全部:r:塁が設けられてむりへ全長年放牧開始

的J (5 月上旬)の前に各=t\d>lí存から: 1:塁の千iII修に多くの労 jJがさかれて L 、る。これらの土塁の両

f!Nに rlJ 1O ~15m クヌギを十I{[栽して陥時林を諮り防風林をjたねさせて，二1:塁を廃止する方が有

効である。

(2) 林地ならびに Jú:.牧 ÞÙ~の;fj1料、出干{i

阿蘇山集は九州のほ lぎ"，央にくらいして手去にその十li(生からみてかなり悦哨樹間の 11日見が会

ゐしまた海抜高によって活中1，の対[1'<:t.鋭主がいちじるしく:lilJ限される。いま，海抜高jJ 1]に ilt林

の対象f.M間を j望ぴ、だすと，むよそつぎのとゐりである。

事実 「吉l 地林対象樹脂

8ちOm まで、ー・.... .アカマツ・クロマツ

900m まで. .・田.. .クリ・クヌギ・オオパヤシヤブシ

950m まで....... .スギ p ただし 850m j:)，J:は士山|弘I:fll対tl")にみて沢筋

1100m まで....... .トデナシユセアカシア

1100m J._'J,J:.. " . . . .カラマツ，ナラ類，ヤシヤプシ p イタチハギ， γ マハギ， ノリウツ
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写真 18 臼尾11宗附近におけるスギの造林不成績地
Phot. 18 Unsuccessful plantation of ]apane3e redwood 

(CryptOJ押eria japonica) at HIO pass. を選べば
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，'，~i. まではかなりのhli::L毛がi明仏・できる。 しかし七見高の高いととろでは側斜J也にかかると JJ主kがt放

減ずるからブr:分趨I也を考慮し浩林の失敗を来さぬととが肝要である。

またp とのf抗野地Mには阿蘇 'Iiñ;.から流 11'，ずる渓流がと主主っている。この渓Mêに対して健全

ながfir:林を浩成するととは， li降ノkに対し段削!防!とをなす上iこきわめて効県的である。がJfif林

の設計に関してはJJI'.J)， n'~ ç.!.;也から防災'(H;/"jにゐいてた~べられるはやでるるが，粒Jf-'Jtは何時地帯

lこ属する範囲では 11/当多くのものが対象となり，現実林ではスギやクリ，ケヤキがよく，その

使命を処しているととろが比られたが，経済材、でない」也帯は 3 (B) (6) JJÜこ述べるわIflf-林

のlli成を参J!H し，佐伯防止に効込のあるものをえらぶ方がよい。遊水地市等で水勢の強くない

ととろはトヂナシニセアカシア等の低木の万が効民的である。

(b) 棋百万 650m から 9∞ m まで

との区域は，阿蘇地方で市産としても，林業としても共に生産的に化われる区域であるが，

ftíi斜土也のド部地帯に国し， 1拘節iこ撞べたようにI也氏‘構造と相{突って，きわめて崩壊の危険がゐ

ゐいので，牧野林としても緋炭林としても i矧1H'l:の粒ffrf[をえらばねばならぬ。対象としてはク

1] ，クヌギ，オオパヤシヤブシ， ミズナラ :-'!jヵ:あ lヂら lVる。

一般に阿蘇の地!Fbは前引iこも述べたように，件;野市2i_'ff;'P也から阿蘇 iÎ. mの♀;It(i斜地形にうつる

]l_;m!'I"):をもっている。との地形の変換lii.は， 色見村組子岳山麓にたいては， との型が根治i約

800m の f立世でみられる。しかし，色見村の回jjから rll岳山館のドi水村にかけては，地形図に

も示されているように総長ij約 850m から 650m 附近にわたって ， {J，何II}盟肝t綬斜士地也7形杉から弘}な2注;1附げ的!余

7形|防予の lけI川1川i川iH川lりM山lげ川ílが的lが内L句j の之急!:fi何lげíi除余斜:干;μよ也也削削一7刊!月形lμ2幼カが:み ら iれLる梓へ。

との "'II\J地帯も本毛布己故にi\ß歩、るが，との地帯にはイ';JJi (a) に民するアカマツ・クロマツ

も!(:JH!tするととカ:できる。

( c) 掠向 9COm から1l00m まで

との区域は阿蘇の傾斜地の上部地帯で，かなり TJ支店iが高くなるので， b Jl1位ff:iTIで、本区域にfI!(

えられたúittの起!j-林J&続をみるに，芳しいものはない。そとでとの地帯でよい生育の!UJ待でき

る IIjtーの肥料+:て、あるトヂナシユセアカシアを (b) JJ'i樹陀に混交するととを提案・する。

ちなみに， トヂナシニセアカシアは保高 900m 以下でも，きわめてIIE慌に生育するもので

ある。L.かし，本樹極は，いったん生育するとその根ぼうがが甚ししととに伐搾後は一斉に

根ぼうがを生じかえって施主の邪魔をなすぱあいが少なくない。したがって， 900m 以下で

は，あえてとれをとりあげなかったが，掠高の高いととろでは対象とすべき適当な肥料木が他

にみいだせないので，とれをとりいれたものである。

(d) 様高 llOOm 以上

保:高 llOOm 以←|二になると経済的立地がすとぷる思くなるのみでなく，気候的にみても経済

官小幡進の調査による。
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村、としての対集になる樹仰がすくない。しかし去阿蘇で、は阿蘇火 11 の泣くまで市産が行われて

むるが， JTL日付近は土凶|刊誌f:'!- となり比較的崩壊に対する危険も少なし、ょうである。 したがって

此牧や林業の対象とならね区域はtW )Jメくr.~~ ~[ミの fl~本の保育をはかるとととする。

1十i産のため，冬朗自1林'rJ)f-R"，'U也として利川されている区域はトヂナシニセアカシア制を二七H~

とする山陰材、を仕立て，え:J)向 L ‘ lMH水中:の榊収をはかる。

fJxWO也として利川されて L 、る区域に対しては，放牧区域内の土地f~ぜそのためトヂナシユセア

カシア類によって庇陰林を)gほするほか， .!Lt.!Jの晴好に越さないヤマヤナギ，ノリウツギ，ヤ

シヤブシ:~}与を何>1:;1の方 [I'J Iと也i{l に，;作状に f 1:立て上地崩壊に対し tlli 1t~J)強化をはかったら如何か

と，lιゎAl る。

D. 各論

(1) 肥料水平のii怜((

~iiJf.M~地方で一般にとりあげらAlる 1巴料水 1-，'[，こは，マメ併に制するものとしてトゲナシニセア

カシア窓!，ネムノキ，イタチハギ，ヤマハギ，クズがあり，カパノキ件に附するものとしてハ

ンノキ，ヤマハンノキ，ハヂシパリ，ヤシヤブシ，オオパヤシヤプシカ:あ 1) ，グミ干:[-1乙!市~-tる

ものにアキグミがある。とのような肥料イQ~/(-でも， _.~世には|肥料q ，\õに以前主JJ北うトを与える方がよ

く p また供府高i を:千了するものは fH1M をHi:，Hiずる土iがJJ対抗がよい。

(2) アカマツ・クロマツ・スギの主主林

アカマツのf手伝Jがあれば， W:}k 850m くらいまでは拘!地にはアカマツのベ然生，Tfí 枯初:かな

り印入するものと j目、われる。 現1'1:色見村保子岳山詑にアカマツの人~I:iil林地 ( 1' 1 川ノ')\ili;i州安

保安林)があり， 11m合 41 I，I~杭栽， 七日令 45 I,f (附干1128 1，1三!支現1'0 で， IJ帥';ju工程千均 3 ..). 3 

7ト，位:trHJ約 40 )之を示している。とれら ilt林地の附近に/くZ!t生枕MJの見当らなし、のは，会そら

く Î:μ!こ火入Alカネ呆り返えされる止めであろう。アカマツは火山で、ある浅/I:JIII 自立で、も，その大UI

~~，υæ.~~~~できわめてよく生 1守しているが，ととで問題となるのはクロマツのiii材、である。 府立に

ク u -:t'ヴは砂防法林のように崩壊休J也のがl1・jーにもつばら)[J 1.、らAl，また赤峨山のように火山峨

地哨ではケロマツの主主林の Jjがアカマツよりはるかによい成*lfを:示している。とれに関し，色

川村川庄のアカマツ・クロマツ ilt交林で;IJMべてみたが，両 A'の川にあまり主が;認められなかっ

た。すなわち，阿蘇のような椴滑な火山;Y(土壌では p あるいはクロマツが特に趨するといえな

いのかもしれない。因みに阿蘇千里浜にあるクロマツ苦手和也は海抜1l00m 程度で昭和14~ 9 

I， I~の JHliこ植付けられ，樹令 19~24 "1三生であるが，現在胸高直径 3 寸 5 分，樹高 2 ~ 3Im'x，程

度でp 樹高成長がきわめてわるい。

スギ、は扇状.f['-坦地帯ならびに沢紡にそって趨泊を f与れば，itf:抜 950m くらいまでよいとと

ろもあるがp 椋高がのぽるにしたがって ftfi耕地にかかると急;に生育が去える。 現主阿蘇の支

守阿蘇郡雪地町，阿蘇地方事務所林業課長，大塚勉の調査による。
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写真 19 土石流をくいとめているスギ林

笠山道には海抜1l40m 附近までスギ

が植付けられであるが，スギi乙偏重す

るととは危険がた必い。スギはまた何

野地形にはいる扇状地帯に杭付けら

れ，その後の崩壊11]1 1 /11 をよく阻止し，

下流の被害を防止して L 、る。かかる地

帯が無;\1慣に伐咋されると地形の不安

定から押1[11の危険があるので，将来か

かる植栽士山が伐民)1にit したばあいの伐

採計画はヲピ分慎重を l~Jl されるととを望

む。

Phot. 19 ]apanese redwood (Cryptomeria japonica) 
forest preventing the tranportation of sand and stones. 

(3) クヌギ・カシツ・ミズナラ・ク

リの lli林.2)1;)

との位lFf[のがf炭材、i1tJj主 i乙関しては，

/"jr;l地区の引を参)!H されたい。!店陰林

の造成には， 1'11'(小jーにあたり野ネズミの

予防を百年歩る必泌がある。出fネズミの

防l徐には近年フラト-)L-等による有効

な方法がは111 されている。地形によっ

ては造林区域に貯ネズミの移動を防ぐ

ためi梁清を設けるととも効!{~的であろ

つ。

性) ノリウツギ・ヤマヤナギの浩林。1)

写真 20 崩壊をくいとめているスギ林

Phot. 20 ]apanese redwood (Crypto明eria j aponica) 
preventing disintegration of land. 

阿蘇地区の海抜の i:弘、ととろでは，との村(生がしばしば崩壊防止に役。:っているととは現地

でみら;flるとゐりである。

ノリウツギは手11紙を抄く材料として ， R?!.i生本が北海道やl技早でJ主1たされるととは衆知のと

会りである。との士??売立にはみしよう主5績はもちろんであるが，分fl~ も nJ能で、あろうと}目、わhる。

ヤマヤナギは，たそらくさしイーにより符易iこま??刑されるであろう。

(5) 屋敷造林20

阿蘇山のNjf!l~の外愉山と内 l!tÍ1u山の tltl町三位置する阿蘇AiI~i' 1 ノj(村にある氏家の屋敷材、を訓杢し

たが，スギの杭栽が最も多しいたるととろにみられ，ついで j〈jfiか植栽か詳かではないがケ

ヤキが多1. '。その他ヒノキ，マダケなどの植栽もみられH

リギリ p ハルエレ p ヤマモミヂ，シログモなども見当る。
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阿蘇郡色見村の民家の足

数林もやはりスギの布r(栽が

多く， ついでケヤキ， ヒ

ノキ，マダケなどが多くみ

ら ~Lる。そのfl!Lタプノキ，

ヤプニッケイ， ヤブツノご

キ F アカカ'シ，シロダモp

クマノミヅキ，ハリギリ，

ゴハウチツカヱデ， ミヅキ

などのメ〈然生話J:H[ もあり陥

写真 21 水害防備保安林 (熊本営林局原図)
にクスノキ，モミな主の航

矢部川は往時護々氾濫したために，柳川藩主立花氏が幾多苦心経蛍の
結呆漸く造成したと L、われるクス，マ〆ケの混交林でるり，右岸にì合L 、
延長約 4 粁に亘っている。大.iE 10 年 6 月大洪水の時，そのまずj果を遺憾な
く発揮し，同 14 年保安林に編入せられたものである。 クスは樹齢ポJ
250 年に達し，その総本数 811 本，総蓄積 4 ， 496 立米あって，学術考
証保護林として伐採を禁止し，将来はマダケの増殖による保安の効果訟
期待している。 福岡県八女郡東山村字川端外四国有林(日間蛍林智
矢部経営区 23)

栽本もみられる。

(6) 河岸(渓昨)主主材、

竹林がノ'J，守防{，mに役立つ

ととは， 多くの報告があ

Phot. 21 Protection forest for flood-damage prevention. る問23)叫)27)。故近の災~~に

沿いても， }.;_分県 I1 I11 川流域， UJ rT J黒字7国の錦川沿

岸， )，三分県1'i: 111 川・ん分川，問/ií，j県矢部川沿岸に必

いて，竹林がiJ~IJ\ に氏.JA し，託生j-;~の役[]をはたして，

河沿いに走るパス道路をと守った例は随所にみられた。

河岸の竹，休がノ:Krl}j:1'~、として役占:っととは，多数の竹

娘が地下部のうえ=J.ëしたつながりの卜.にたっているとと

で，とれが多くの流11 '， !j'l/Jをくいとめると共に，湖水の

流辿を綬手けさせ， 謎;.;.:の役 11;を足しているととであ

る。一方地下部は長い地下茎と，そのE白節i甘Iざとについて

いる多〈のね根4カがE王ξ一;士←

につながリ土壌をカか込た〈つカか通んで、いるのでで、，多くの竹

が有機的なつながりをもって，災符の防/[:機能に役立

写真 22 土石流をよくくいとめるケヤキ つ大きな }J となってあらわれている。
Phot. 22 Zelkowa tず巴es (Zelkowa 

serrafa) preventing the transportation 
上川の調査26)によると，竹村、 u又歩あたりに広がつ

。f sand and stones. ている生きた地下茎の延長と，そのぷさはつぎのとた

りであれ地下茎の1'pび、る深さは深いものは地衣下 1m に会よぶという。
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竹町 地ド茎の延 l三 (m) その邸Ii\JJlil 同 (cm)

モウソウチク t1に 5~11 5~12 

7 グケ料、 6~18 4~10 

クロチク材、 10、 19 1~ 5 

そのf:f:ウ:Jjについては-':1[1 3") .五利山の手紙古ーがある υ

ケヤキ，ヱノキ，ムクヱノキはノ'KpJj材t としての主力供がきわめて大きい。ケヤキの IJIJlkfl!l付本

数は 1 ha 1 万本山市!支で，航手jーの嬰伺!主，やや浅く中[r[え根元を堅〈ふみつけて二~ <。はじめ

20~30 "1 三Ii \JI引;主を多く生じ幹も Ilh って成長するが， ι径 20 CITI くらいに注するころからその

幹は真むとなる。エノキ・ムクエノキのf[i[樹ili林はケヤキにfややる。

文献

1 )浅井東一，前山正之:阿蘇根子岳の楠生， 1-3 暖荷材、 No.5-6-7 ， (昭 26).

2 )東技師他 2 名:昭和 28 年 6 月 26 日豪雨による林野崩壊の原因調査放に対策， (HH 28). 
3 )岩本幾地:地区林業技術普及員実績発表資料， (昭 28.10) (謄写刷) . 

4 )木下養吉:馬陵地の造林，樹氷，帯広営林局， 2, (2) 16 (昭 27) . 

5 )吉良龍夫生態学的にみたいわゆる泊放牧々野，楠物生態学会報， 1 (4) , (AEl 27) ・
6 )熊谷才蔵:昭和 28 年 6 月下旬の豪雨による阿蘇郡南郷谷の崩壊について， (昭 28) . 

7 )熊本営林局・筑紫山脈東半部地方植生調査説明書(昭 11) . 

8) 熊本営林局:有明沿海地方及筑紫山脈西半部地方楠生調査説明書(昭和 10) . 

9) 熊本位林局:九州山系中部地方植生調査説明書(昭 6~9 年).
10) 熊本営林局 九州山系北部地方植生調査説明書(日百 12).

11) 熊本営林局.九州山系南部地方梢生調査説明書(昭 8) . 

12) 熊本営林局:日向山脈梢生調査説明書 (SPr 7) • 
13) 熊本県 :BHC による牧野内のダニ駅除試験について， (昭27).

14) 熊本県:牧野の火スはダニ凱除に効果があるか， (昭28) . 

15) 熊本県土木市:阿蘇火山ヨナ地借の特異性， (昭 27) . 

16) 倉田益二郎:治山治水からみた郁也対策，山林， (834) 24 (昭 28) . 

17) ノj、幡進:水害の原因は社会経済的なもの，グリーンエージ (12) 9-11 (A召28).

18) 釈原貞夫: 17花水・流砂と森林，山林， (834) 1-4 (昭 28) . 

19) 同:九州水害の教えるもり，グリ{エージ (11) 10 (昭28).

20) Sampson, Arthur W.: Range and pasture management 197~213. New York 1923. 

21) 柴田佳太:資担';[11在物事典，東京， (昭 24).

22) 玉利長助:荒廃竹林改良速成試験報告，暖街林， 7, (6) 2-4 (昭 27).

23) TA,[A H.I Ch�uke: Quick Planting of Denuded Bamboo-Forests for Their Improvement, 
Memoirs of the Faculty of Agriculture KAGOSHIMA University. 1, (2) 113-114 (1952). 

24) 問中貞雄:風害地滑・屋敷林の活用，林業技術， (126) 13-15 (昭27).

25) 帝国馬匹協会:牧野資零時~3 牧野樹林， (昭 15).
26) 上回弘一郎:水害防備に役立つ竹林，山林， (833) 1~6 (昭 28) . 

27) 山口県林業指導課:綿川流域水害防備林の成果について，防長林想，山口県森林協会 (13) 49 

-55 (昭 27) . 

28) 山内義人:牧野景観，牧野と牧野樹林，北海道牧野協会， p.507(昭 18).

29) 吉弁義次，吉岡邦二，岩田悦行.牧野の生態学的研究( 1 )萱野原放牧地，生態学研究， 6 (1), 
(昭 15) . 

30) 吉井義次，吉岡邦三吋岩田悦行:牧野の生態学的研究 (2 )放牧林地， 生態学研究， 6 (2) , 
(昭 15) . 

31) 吉井義i九吉岡邦二，岩田悦行:牧野の生態学的研究 (3 )，田代放牧地，生態学研究， 7 (2) , 
(昭 16) . 

32) 吉井義次:火山楠物群落の研究 (1) ~(4)，生態学~:@f究， 5~6， (昭 14-15) . 



-166 林業試験場研究報告第 69 号

附録 阿蘇山植物目録

まえがき

1. 本目録は大部分飛行ーの 1 人林が実地調査により採集した根本，または記帳したものを集

録したものである。しかし，今度i~集できなかったもので他の報背にあり確実視されるものは

その保集者p あるいは報告封Æi を手11 1'1のあとに括弧をふして掲i!ix した。

1. 学名はハナワラビ科よりミヅキ科までとイネ科からラン科までは大部分王m学Il.~:1 :本 HI.iE

dく氏の「日本杭物名業」によれイワウメ科よりキク科まではflH学博一l均〔寛氏の「日本障子村〔

l十句集覧」第 1 冊と第 21J1J によった。ーす[íJ'IH学博!二)(':11二次三郎 IWJ_-の ili イ吋Ir(物誌」などによっ

たととろもある。

1. 手11名のつぎにある Qx の符号・rjlQ 符号は北r(1j山国有林と附近外愉~IJ に産するものを示

し， x符号は内輪山手まよぴ、外愉山と F"l'I'命山の WJの地に産するものを心したものである。

1. 東北大学教授玉LH学博土木村イI芥氏にはヤナギ科，国立科学l事物ínY:{I: ll'i}jの玉県学博士大JI:. .:J( 

三良111\:にはイネ科，カヤツリグサ干:1'，マメ砕等，京)(教授J'~fl.学「恥uヒや1'/1日郎氏にはキク手:j-，シ

モツケ科手p 東大助教J迂JI[ I学 1\~:l :Ilíf川支jミ氏にはマメやI-，国立宇|学博物付!:E勤の奥山春季氏に

は顕花組物全般，京 J({-r=ll'i}Jの広11:美之11)J氏にはセリや!の航!f'lJJをとそれぞれ靴店していただいた。

ととに深甚なる謝意を夫する。

PTERIDOPHYT A 羊歯植物門

Ophioglossaceae ノ、ナワラピ字l

Botrychium virginianum Swartz ナツノノ、ナワラピ

Hymen�hy llaceae コケシノブ利'

Hymenophyllum barbatum Miquel コウヤコケシノプ

H_ pycnocarpum v_ d. Bosch ホソパコケシノブ

H. Wrightii v_ d_ Bosch コケシノブ

Tricnomanes bipunctatum Poiret アオホラゴケ

T_ orientale C. Christensen コカF ネシノプ

T. parvulum Poiret ウチワゴケ

Polypodiaceae ウラボシ科

Acliantl町1 monochlamys Eaton ハコネサウ

A. pedatwn Linnaeus クジャクシグ

。

0

0

0

0

0

0

 

c
b
C
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Asplenium davallioides Hooker コウサ、キシグ C 

A. inci>:um Thunberg トラノオシグ 0>< 

A. Sarelii Hoûker コパノヒノキシグ C 

A. Tricﾌ10manes Linnaeus チヤセンシダ O 

A. varians Hooker et Greville イワトラノォ O 

Athyrium niponicum Hance イヌワラビ 0>< 

A. Vidalii Nakai ヤマイヌワラピ ﾗ 

A. Wardii Makino ヒロハイヌワラビ C 

A. yoko:=.:cense Christ ヘピノネゴザ ﾗ 

Cheilc.nthes mysucensis Wctllich ヱピガラシダ O 

Colysis elliptica Ching イワヒトデ o 
Coniogramme fraxinea Diels イワカネゼンマイ O 

Cyclosorus acuminatus Nakai ホシダ 0>< 

Cyrtomium Fortunei J. Smith ヤブソテツ O 

C. Fortunei J. Smith var. clivicコ la Tagawa ヤマヤブソテツ 0>< 

C. macrophyllum Tagawa ヒロハヤブソテツ C 

Davallia Mariesii Moore シノブ C 

Diplazium oshimense H. Ito シケシダ O 

D. squamigerum Christ キヨタキシダ、 。

D. Wichurae Diels ノコギリシダ O 

Dryopteris cystolepiclota C. christensen var. melanョlepis Nakai イワヘゴ O 

D. erythrosora O. Kuntze ベユシダ 0>< 

D. lacera O. Kuntze クマワラピ 0>< 

D. Maximowicziana C. Christensen シラガシダ O 

D. saxifraga H. Ito イワイタチシダ O 

D. varia O. Kuntze イタチシダ 0>< 

Fuziifilix pilosella Nakai et 孔1omose イヌシダ x 

Hypolepis punctata 孔1ettenius イワヒメワラビ、 x 

Lemmaphyllum microphyllum Presl マメヅタ x 

Lepisorus annuifrons Ching ホテイシダ >< 

L. Omei Ching ヒメノキシノブ 〉く

L. Thunbergianus Ching ノキシノブ O 

L. ussuriensis Ching ミヤマノキシノブ 〉く
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Leptogramma toUa J. Smith ミゾシダ Ox 

Loxogramme yakushimae N akai ヒメサジラン c
o
o
 

L. salicifolia Makino イワヤナギシグ

Microlepia marginata C. Christem，en フモトシダ

Microsorium ensatum H. Ito クリハラン r'. 
、J

Neoniphopsis linearifolia Nakai ビロウドシダ

Notogramme japonica Presl イワガネソウ

Onychium japonicum Kuntze タヂシノブ

Pentarhizidium japonicum Hayata イヌガンゾク

Phe疋opteris decursive-pinnata F白]<;ヂジヂジシダ

Phymatopsis hastata Kitagawa ミツデウラボシ

Polystichum japonicum Diels イノデ

P. polyblepharum Presl ヒメカナワラビ

X 

o
c
 
ﾗ 

ﾗ 

。

ﾗ 

n 
、J

P. retroso-paleaceum Tagawa var. ovato-paleaceum Tagawa ツヤナシイノデ O

P. tripteron Presl ジユウモンジシダ C 

Pteridium aquilinum Kuhn var. japonicum Nakai ワラピ QX 

Pteris cretica Linnaeus オオベノイノモトソウ O 

P. inaequa1is Baker var. simplicior Tagawa オオベノアマクサシダ O 

P. multifida Poiret イノモトゾウ O 

Pyrrosia lingua Farwell ヒトツパ O 

Rumohra amabilis Ching カナソラピ O 

R. aristata Ching ホソパカナソラピ C 

R. simplicior Ching ハカタシダ O 

Thelypteris oligophlebia Ching ヒメワラピ QX 

T. palustris Scott var. pubescens Fernald ヒメシダ 。×

Woodwardia orientalis Swartz コモチシダ ﾗ 

Gleicheniaceae ウラジ p 干:卜

Dicranopteris gIauca Robinson ウラジロ 。

Lygodiaceae カユクサ利-

Lygodium japonicum Swartz ツルシノブ Ox 

Osmunc1aceae ゼンマイ利，

Osmunc1a japonica Thunber宮ゼンマイ 。×
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Epuisetaceae トクサ科

Equisetum arvense Linnaeus スギナ Ox 

Lycopodiaceae ヒカヂノカヅラ科

Lycopodium cIavatum L. var. nipponicum Nakai ヒカダノカヅラ O 

L. serratum Thunberg var. javanicum Makino トウヂシパ O 

L. s巴rratum Thunberg var. Thunbergii Makino ホソパトウヂシパ O 

Selaginellaceae イワヒパ利，

Selaginella heterostachys Baker ヒメクラマゴケ

S. nipponica Franchet et Savatier タチクラマゴケ

S. pachystachys Koièzumi カタヒパ

S. tamariscina Spring イワヒパ

c
o
o
c
 

SPERMATOPHYTA 種子植物門

GYMNOSPERMAE 裸子植物E門

Taxaceae イチイ円

Torreya nucifera Siebold et Zuccarini カヤ 。

Cep!lalotaxaceae イヌガヤ干'1-

Cephalotaxus drupacea Siebold et Zucarini イヌヵーャ

Abietaceae モミヂl

Pic色a polita Carriere ハリモミ(植，坊 rj 1) 

Pinaceae マツド!

'" 、J

ﾗ 

Pinus densiflora Siebold et Zuccarini アカマツ 0>< 

Ox P. Thunbergii Par latore ク 117 ツ

Cryptomeriaceae スギヂI

Cryptomeria japonica D. Don スギ(杭)

Cupressaceae ヒノキ利

Chamaecyparis obtusa Endlicher ヒノキ付m

Thujopsis dolabrata Siebo!d et Zuccarini アスナロ(杭)

Juniperaceae イブキ科

Juniperus rigida Siebold et Zuccarini ネズ三サシ

Ox 

0>< 

0>< 

〉く



-]70 ー 林業試験場研究報告第 69 号

ANGIOSPERMCE 被子植物E門

DICOTYLEDONEAE 双子葉植物綱

ARCHICHLAMYDEAE 古生花被植物E綱

Saururaceae ハンヂショウ利

Polypara cordata Bueck ドクダミ

Chloranthaceae チヤラン干:ト

Chloranthus serratus Roemer et Sc!1ultes フタリシズカ

Salicaceae ヤナギ科

Salix gracilistyla Miguel ネコヤナギ

S. Sieboldiana Blume ヤマヤアギ

Betulaceae カパノキ宇1.

Alnus firma Siebold et Zuccarini ヤシヤプシ

A. Sieboldiana Matsumura オオパヤシヤブシ(仙)

A. tinctoria Sargent var. obtllsiloba Call.ヤマハンノキ

Carpinus carpinoides Makino クマシデ、

C. erosa Blume サワシパ

C. laxiflora Blume アカシデ

C. Tschonoskii Maximowicz イヌシデ

Fagaceae ブナ科a

。×

/ー、し
、J ノf

ﾗ 

Ox 

0>< 

X 

ﾗ 

。

0>< 

c 
Cx 

Castanea cre立ata Siebold et Zllccarini クリ Ox  

Cyc1obalanopsis aCllta Oersted アカガシ 0>< 

C. gilva Oersted イチイ方シ C 

C. glauca Oersted アラカシ O 

C. myrsinaefolia Oersted シラカシ C 

C. stenophylla Schottky ウラジ口カシ C 

Fagus crenata Blume プナ(小五七7以-lill:の F. undulata Bllerger コハブナ) 0 

F. japonica Maxim. イヌプナ Ox  

Quercus acutidentata Koidzumi ツクシオオナラ ﾗ 

Q. acutissima Carruthers クヌギ Ox  

Q. aliena B1ume ナラガシワ Ox  

Q. crispula Blume ミヅナラ ﾗ 

Q. dentata Thunberg カシワ ﾗ 
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Quercus donarium Nalmi テリハコナラ Cx 

Q. serrata Thunberg コナラ

Shiia cuspic1_ata 乱tlakino ヴブラシイ

つ×

S. Sieboldi 恥tlabno スダジイ

。
。

Ulmacεae ニレ干'1-

Celtis Bun胃eana B咊me var. jessコensis Kuc1つエゾエノキ

C. sinensis Persoon var japコnica Nakai ヱノキ

Ox 

Ox 

Ulmus Davidiana Planchon var. japonica Nakai ハルニレ

Zelkowa serrata Makino ケヤキ

X 

。×

孔fコraceae クワ干'1- Ox 

Broll'sonetia Kazinoki Siebolcl コワゾ 。 X

B. Kaempferi Siebold ツルコ.'1ゾ 。

B. papyrifera Ventenat カヂノキ 〉え

Ficus erecta Thunberg イヌピヅ

F. erecta Thunberg var. Sieboldii King ホソベイヌピワ

F. foveolata 羽Tallich イタピ刀ヅラ

8x 

F. stipulata Thunb. ヒメイタピ

Morus bombycis Koidumi ヤマグ '7

。
。
。

。×

Cannabinaceae アサヂl

Humulus japonicus Siebold et Zuccarini カナムグラ Qx 

Urticaceae イラクサ科

Achudemia japonica Maximowicz ヤマミヅ

Boehmeria frute~cens Thunberg カラムシ

。

。×

B. holosericea Blume オニヤブマオ ﾗ 

B. longispica Steudel ヤブマオ 。

。B. platanifolia Francﾎ1et et Savatier メヤプマオ

B. Sieboldiana Blume ナカ=ベヤブマ才 r¥ 
‘、J

B. spicata Thunberg コアカソ

Elatostema laetevirens Makino ヤマトキホコリ

E. umbellatum Blume ヒメウワパミゾウ

ﾗ

X
 

0

0

0

 
Laportea bulbifera Weddeü ムカゴイラクサ

Pellionia radicans Weddell オオサンショウゾウ

P. scabra Bentham キミヅ

Ox 

。

。
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Pilea Hamaoi Makino ミヅ ﾗ 

P. petiolaris Blumeξ ヤマミヅ

Urtica Thubergiana Siebold et Zuccarini イラクサ

Vil1ebrunea fruticosa Nakai イワカ♂ネ

Loranthaceae ヤドリギf'I

Taxil1us Yadoriki Danser オオパヤドリギ

Pseudixus japonicus Hayata ヒノキパヤドリギ

Aristolochiaceae ウマノスズクサ利-

Ari.-:toloc;lia debi1is Siebold et Zuccarini ウマノスズクサ

Hocquartia Kaempferi Nakai オウパウマノスズクサ

Polygonaceae タデ利・

Persicaria conspicua Nakai サクラタデ

P. longiseta Kitagawa イヌタデ

P. nepalensis Gross タニゾノ〈

P. nipponensis Gross ヤノネグサ

P. Sieboldi Ohki アキノウナギツカミ

P. tenuiflora Hara オオイヌタデ

P. Thunbergii Gross ミゾソパ

P.τruellum Masamune ~ ~コノシリヌグイ

Reynoutria japonica Houttuyn イタドリ

R. japonica Houtturn form. colorans Hiyama メイデツゾウ

Rumex Aceto~a Linnaeus スイパ

R. Acetosella Linnaeus ヒメスイパ

Tovara filiformis Nakai ミズヒキ

T. neo-fiilformis Nakai シンミヅヒキ

Chenopodiaceae アカザ件

Chenopodium album Linnaeus シロザ

Amarantaceae ヒユ科

Achyranthes japonica N akai イノコズチ

A. longifolia Makino ヤナギイノコヅヂ

Phytolaccaceae ヤマゴボウ利，

Phytolacca japonica Makino マルミノヤマゴボウ

C>< 

Ox 

C 

。

r、、

) 

Ox 

。

X 

。×

。

。

ﾗ 

0>< 

0>< 

X 

Ox 

X 

Cx 

X 

コ x

fヘ

) 

〉く

Ux 

~、、
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Caryophyllaceae ナデシコ利

Cerasbum caespitosum Gilibert var. glandulosum Wirtgen ミミナグサ ﾗ 

Cucubalus baccifer Linnaeus var. japonicus Miquel ナンパンハコベ ﾗ 

Diantnus superbus L. var. longicalycina Williams カワラナデシコ O x  

LycÍl.nis 孔1:iqueliana Rohrbach フシクーロセンノウ ﾗ 

L. Sieboldii van. Houtte マツモト(浅井，前111) x 

Malachium aquaticum Fries ウシハコベ Ox  

Melandryum firmun Rohrbach ブシグロ Ox  

Sagina japonica Ohwi ツヌクサ X 

Stellaria diversiflora Maximowicz サワハコベ O 

S. paniculigera Makino オオヤマハコベ Ox  

S. Francheti Honda ミヤマハコベ O 

Ranunculaceae キンポウゲH

Cimicifuga acerina Tanaka イヌショウマ

ケ var. obtusiloba Nakai オオバショウマ

〉く

r、

J 

c. simplex wormsk. var. romosa Maxim. サラシナショウマ 0>< 

Clematis apiifolia A. P. De Candolle ホ、タンヅル 0>< 

C. brevicauc1.ata A. P. De Candolle コボタンヅル 0>< 

D. japonica Thunberg ハンシヨウヅル O 

C. lasiandra Maximowicz タカネハンショウヅル O 

C. Pierotii Miquel コベノボタンヅ~ 0 

C. teniflora A. P. De Candolle センニンソウ Ox  

Pulsatilla cernua Sprenョel オキナグサ O x  

Ranunculus acris L. forrn. vulgaris Makinぅウマノアシガタ O x  

R. Vernyii Franchet et Savatier var. glaber Nakc._ i ニ干ツネノボタン ﾗ 

fhalictruI1l actaefolium Sieb. et Zucc. シギンカラマツ O 

T. Timnbergii A. P. De Candolle var. hyp::>leucum Nakai アキカラマツ Ox 

Lardizabalaceae アケビ fl.

Akebia quinata Decaisne アケビ

A. trifoliata Koiòzumi ミツバアケピ

Stauntonia hexaphyIIa Decaisne ムベ

Menispermaceae ツヅラフジ干千

Cocculus irilobus A. P. De Candolle カミヱピ

ﾗ
 

O

O

C

 

く:_)x
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Sinomenium acutum Rehcl.er et Wilson オオツヅラフジ に

Magnoliaceae モクレン朴

lllicium anisatum Linnaeus シキミ 〆ヘ
」ノ

Kac1sura japonica Dunal ビナンカヅラ 。 λ

Magnolia Kobus A. P. De Candolle コブシ

M. verecunda Koiclz. オオヤマレンゲ(浅井，前111 ) 

島1iche1ia compressa Sargent オガタマノキ

Cx 

X 

コ
Schizandra nigra Maximowicz マップサ Qx 

Lauraceae クスノキ{;;/.

Actinodaphne lancifolia 恥1eissner カゴノキ
f、、

、J

Linc1era glauca Blume ヤマコウパシ ﾗ 

L. obtusiloba Blume ダンコウベイ Cx 

L. membranacea Maximowicz オオパクロモジ
( 

、J

L. Thunbergii Makino カナクギノキ

Cinnamomum Camphora Siebolc1クスノキ

Cinnamomum japonicum Siebold ヤブエクケイ

か var. tenuifolium 恥1akino et Nemoto ホソパヤブユクケイ

。

0>< 

X 

Fiwa longifolia N akai ベリパリノキ " 、_./

Machilus japonica Siebold et Zuccarini アオガシ

乱1. Thunbergii Siebold et Zuccarini タブノキ

f一、

v 

N. Sieboldii Nakai シロダモ

ﾗ

ﾗ

 

0

0

0

 

Neolitsea aciculata Koic1umi イヌガシ

Parabenzoin praecox Nakai アブラチャン

P. trilobum Nakai シロモジ

f、

、、J

X 

Papaveraceae ケシ存/.

Corydalis honcloensis Ohwi ミヤマキケマン C 

C. Makinoana Matsumura ヤマキケマン X 

C. ochotensis Turczaninow form. Raddeana Nakai ナガミノツルキケマン ﾗ 

Cruciferae アブラナ存/.

Arabis nipponica Boissieu ヤマハタザオ 。

Crassulaceae ベンケイソウ科，

Sedum bulbiferum Makino コモチマンネングサ
f、、

'--' 

S. Makinoi Maximowicz マルパマンネングサ 。



¥'11 占体関係 (坂口・林) 175 ー

Saxifragaceae ユキノシ夕刊，

Astilbe c:mgesta Nakai トリアシショウマ 。×

A. microphylla Knoll チダケサシ

Cardiandra alternifolia Siebold et Zuccarini クサアヂサイ

Cx 

C>< 

Deutzia crenata Siebold. et Zuccarini form angustifolia Regel ウツギ

D. fl::lribunda Nakai コウツギ

D. gracilis Siebold et Zuccarini ヒメウツギ

>< 

><0 
f、

、J

1, var. latifolia Nakai ヒロハヒメウツギ 0 

Ox D. kiusiana Koidzumi ツクシウツギ

D. Siebold.ii Koernicke マルパウツギ

Hydrangea paniculata Siebold var. floribunda Regel ノリウツギ

。

入

H. scand.ens Seringe コンテリギ

H. serrata Seringe サワアジサイ

Mitella pauciflora Rosendahl コチヤルメルソウ

-M. stylosa Boissieu チヤルメルソウ

X 

Ox 

'¥ 
) 

。

Philacl.elphus Satsumi Siebold.バイクワウツギ 0>< 

Saxifraga cortusaefolia Siebold. et Zuccarini ジンジソウ

S. Fortunei ]. D. Hooker var. glabra Nakai ダイモ〉ジソウ

S. stolonifera 乱rIeerburgh ユキノシタ

Schizophragma hydrangeoides Siebold et Zuccarin イワガラミ

0 

0 

ﾗ 

。×

Hamamelidaceae マンサク件

Distylium racemosum Siebold et Zuccarini イスノキ C 

Spiraeaceae シモツケ列

Spiraea japonica L. f. var. angulata Kitamura チョウ七ンシモツヶ 0>< 

Stephanandra incisa Zabel コゴメウツギ 0>< 

Malaceae ナシ;科

Pourthiaea laevis 1王oidzumi カマツカ x 

Sorbus alnifolia K. Koch アヅキナシ ﾗ 

s. commixta Hedlund ナナカマド 〉ぐ

Rosaceae パラ科

Agrimonia nipponica Koidzumi ヒメキンミヅヒキ Vへ
×

x

o
o
o
 

A. pilosa Ledebour var. japonica Nakai キンミヅヒキ

Duche己nea indica Focke ヤプヘビイチゴ
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Geum japonicum Tl1unberg ダ、イコンゾウ Gx 

Kerria japonica A. P. De Candolle ヤマブキ O 

Potenti11a fragarioides L. var. Sprengeliana Maximowicz キジムシロ Ox 

P. Freyniana Bommueller ミツバッチグリ Ox  

Rosa Onoei Makino ヤプイパラ Ox  

R. polyantha Siebold et Zuccarini ノイパテ O x  

R. Wichuraiana Crepin テリハノイパヌ O x  

Rubus Buergeri Miquel フユイチゴ C 

R. coptopnyllus A. Gray モミヂイチゴ Ox  

R. palmatus Tbunb. ナガパノモミヂイチゴ

R. hirsutus Thunberg クサイチゴ

R. palmatoides O. Kuntze ミヤマユガイチゴ

Ox 

ﾗ 

R. parvifolius L. var. triphyl1us Nakai ナハシ口イチゴ X
 

0

0

0

 

R. phoenicolasius Maximowicz ウラジロイチゴ

R. rosaefo1ius var. tropicus form minor Makino ヒメパライチゴ

R. trifidus Thunb. カヂイチゴ

R. Wrightii A. Gray クマイチゴ

ﾗ 

Sanguisorba camea Fischer ワレモコウ

O x  

O x  

Amygdalaceae サクラ科

Prunus serrulata Lindley var. spontanea Makino ヤマ斗F クラ 。×

Leguminosae マメヂi

Albizzia Julibrissin Durazzini var. speciosa Koidzumi ネムノキ

Amphicarpaea trisperma Baker ヤプマメ

Caesalpinia japonica Siebold et Zuccarin ジャケツイノ〈ラ

Cr乱alar九 sessiliflora L. form. an豆ustifolia Makino ホソパタヌキマメ

C>< 

Cx 

。

。

Cassia nomame Honda カワラケツメイ 0>< 

。Desmodium fallffi王 Schindler var. cl.ilatatum Nakai ヤプハギ

D. caudatum DC. ミゾナオシ

D. Oldhami Oliver フジカンゾウ

X 

D. racemosum A. P. De Candolle ヌスピトハギ

Ox 

0>< 

Ox Dumasia trucata Siebold et Zuccarini ノササヂ

Dunbaria vil10sa Makino ノアヅキ ﾗ 

Euchresta japonica Bentham ミヤマトベラ rヘ
、J



酒造林関係 (奴口・林)

Glycine Soja Siebold et Zuccarini ツルマメ

Indigofera pseudo-tinctoria 恥1atsumura コマツナギ

Kummerowia striata SchinòJer ヤハズゾウ

Lespedeza bicobr Turczaninow var. japコnica Nakai ヤマハギ

L. cuneata G. Don メドハギ

L. pilosa Siebold et Zuccarini ネコハギ

L. serpens Nakai ハイメドハギ

L. tomentosa Siebold イヌハギ

Lotus corniculatus L. var. japonicus Regel ミヤコグサ

Maackia floribunda Takeda ノ、ネミイヌヱンジユ

Pueraria Thunbergiana Bentham クズ

Sophora angustifolia Sibold et Zuccarini クララ

Trifolium pratense L. form sativa Sering ムラサキツメクサ

T. repens Linnaeus シロツメクサ

Vici�. c:moena Fischer var. sc:cnalinensis Fr. Schmidt ツルフジパカマ

V. Cracca Linnaeus クサフヂ

V. japonica A. Gray ヒロハクサフジ

V. unijuga AL. Braaun すンテンハギ

Wistaria brachybotrys Siebold et Zuccarini ヤマフジ

Geraniaceae フウロソウ利，

Geranium Thunbergii Siebold et Zuccarini ゲ、ンノショウコ

G. tripartitum R. Kunth コフウロ

Oxalidaceae カタバミ利

Xanthoxalis corniculata Small カタパミ

" var. erecta Hatusima et Nakasima タチカタバミ

Rutaceae ミカン科

Boenningham:enia japonia Nakc:i マツカゼゾウ

Fagara ailanthoides Engler カラスザ、ンショウ

F. mantchurica Honda イヌザンショウ

Orixa japonica Thunberg コクサギ

Skimmia japonica Thunberg ミヤマシキミ

Zanthoxylum piperitum A. P. De Candolle サンショウ

Z. planispinum Siebold et Zuccarini フユザンショウ

-177 ー←

x

x

x

x

x

X

 

0

0

0

0

0

c

c

 

ﾗ 

Cx 

ﾗ 

Cx 

Ox 

ﾗ 

Ox: 

o 
Ox 

ﾗ 

ﾗ 

Cx 

Cx: 

。

。x:

Ox 

()x 

ﾗ 

Ox 

o 
0><. 

(' 
、~
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Simaroubaceae ニカーキ利

Picrasma ailanthoides Planch3n ニカ、キ l) 

Meliaceae センダ、ン利，

Melia Azedarach L. var. jap3nica l\l'lakino セン夕、ン 。

Polygalaceae ヒメハギ利

Polygala japonica Houttuyn ヒメハギ
r、、、，

、~

Euphorbiaceae トウダイグサや1，

Acalypha australis L.ヱノキグサ

Galarhoeus he1ioEcopius Haworth トウグイグサ

G. pekinensis I-Iara タカトウグイ

Mallotus jap3uicus Muel1er Arg アカメ力点シノ、

Phyllanthus flexuoms 恥1uel1er Arg コパンノキ

Sapium japonicum Pax et K. Hoffmann シラキ

Securinega ramiflora 民1uel1er ， Arg ヒトツパハギ

x

x

ﾗ

X
 

0

0

0

0

 
r-, 
'--' 

。

。

Anacarc1.iaceae ウルシや|

Rhus ambigua Laval1ee ツタウルシ Ox 

Rhus javanica Linnaeus ヌルデ Cx 

R. succ巴danea Linnaeus ハセ‘ノキ 。

R. sylvestris Siebold et Zuccarini ヤマハゼ

R. trichocarpa 乱1iquel ヤマウルシ

R. verniciflua Stokes ウルシ

x 

0>< 

X 

Aquifoliaceae モチノキ科

Ilex crenata Thunberg イヌツゲ

1. integra Thunberg モチノキ

1. latifola Thunberg タラヨウ

1. macropoda Miquel アオノ、グ

1. rotunda Thunberg クロカ、ネモチ

1. serrata Thunberg イヌウメモドキ

Ox 
""-'¥ 
) 

，へ
v 

dへ

。

。

C巴lastraceae ニシキギ科

CelasLrus orbiculatus Thunberg ツルウメモドキ C>< 

C. flagellaris Ruprecht イワウメヅ~ Ox  

Euonymus alotus Siebolcl. var. mbtriflorus Franchet et Savatier コマエミ Cx 

E. Fortunei Han�.el-Mazzett var. rad�ans Rehder ツルマサキ C x 
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ElDnymus japonicus Thunberg マサキ

E. oxyphyllus 乱1igueI ヴリパナ

E. SieboJdianus Blume マユミ

Staphyleaceae ミヴパウツギヂl

Euscaphis japonica Kanitz ゴンスイ

Icacinaceae クロタキカヅラヂ|

Hosiea japonica Makino クロタキカヅラ

Aceraceae カエデ科

Acer amoenum Carriere オオモミヂ

A. cratae.::>;ifolium Sieb. et Zucc. ウリカヱデ

A. diabolicum Blume カヂ、カヱデ

A. formo主um carriere イロハモミヂ

A. micranthum Sieb. et Zucc. コミネカエデ， (浅)1: ， -1狩 11 �) 

A. mono Maximowicz var. �ssectum Honda エンコウカエデ

A. OD1atum Carriere var. lVlatsumurze Koidzumi ヤマモミヂ

A. parviforum Francn et Sav. テツカヱデ(浅jj:，古山 11 ) 

A. rufinerve Siebolc1. et Zucc&rini ウリノ、夕、、カエデ

A. Siebolci.ianum MiqueI var. typicum Maxim:nvicz subvzcr. microphylIum 

Koidzumi コハウチワカエデ

Sabiaceae アリブキH

Meliosma myriantha Siebolc1. e': Zuccarini アワブキ

M. tenuis Maximowicz ミヤマハハゾ

Sabia japonica Maximowicz アオカヅラ(1I 1fO

BaIsaminz,ceae ツリフトソウ科

Impatiens hypophyIIa 恥1akino ハカ‘クレツリフネ

I. Noli-t;-:,ngere Linnaeus キツリフネ

I. Textori lVIiqueI ツリフネソウ

Rﾍ1amnaceae クロウメモドキ科

Berchemia racemosa Siebold et Zuccarini クマヤナギ

Rhamnella franguloides Weberbú.uer ネコノチチ

R. japonica Maximowicz var. decipiens Maximowicz コパノクロウメモドキ O 
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ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

c
c
c
 
Cx  

。

ﾗ 

Qx  

ﾗ 

Ox 

ﾗ 

。 x

x 

X 

〉く

〉く

X
 

0

0

0

 

Cx 

Qx 

ﾗ 

。
。

Vitaceae ブドウ宇ト

Ampelopsis brevipeclunculata Trautventter var. Maximowiczi Rehder ノブドウ Cx



-180- 林業試験場研究報告第 69 号

Parthenocis5Us Thunbergii Nakai ツタ

Vitis flexuosa Thunberg サンカクヅル

x

x

ﾗ
 

0

0

0

0

 

V. saccarifera Makino アマヅル

V. Thun.bergii SiebJld et Zuccarini ヱピヅル

ウ var. sinuata Rehò.er キクノξェピヅル 〉ぐ

Tiliaceae シナノキ利

Tilia japonica Simonkai シナノキ ﾗ 

Malvaceae アオイ利

Hibiscus syriacus Linnaεus ムクヂ ,:) 

Actini�.i aceae マタタピ科

Actnidia 〆arguta Planchon サルナシ Ox 

:]x A. rcpanda Honda マタタピ

Theaceae ツパキ利

Camellia japonica L. var. spontanea Makino ヤブツパキ

Eurya japonica Thunberg var. montana Blume ヒサカキ

Sakakia ochnacea N akai サカキ

x

x

x

 

o
o
o
 

Stewartia pseudocamellia Maxim. ナツ、ソパキ(浅井，前111 ) ﾗ 

Guttiferae オトギリソウ利，

Hypericum erectum Thunberg オトギリゾウ

H. laxum Koiè.zumi コケオトギリ

Ox 

Ox 

H. oliganthum Fnmchet et Savatier アゼオトギリ ﾗ 

Violaceae スミレヂi

Viola brevistipulata W. Becker オオパキスミレ(浅九百iilì)

V. chaerophylloides Becker ナンザンスミレ

ﾗ 

V. eizanensis Makino ヱゾスミレ

o 
0>< 

V. grypoceras A. Gray タチツボスミレ

V. mandshurica W. Becker var. ciliata Nakai スミレ

f、

v 

ﾗ 

V. Maximowicziana Makino コミヤマスミレ 。

V. meta-japonica Nakai コスミレ

v. nipponica Maximowicz アオイスミレ

V. obtusa Makin:) ニオイタチツボスミレ

Ox 

。

V. Okuboi Makino ケマルパスミレ

て)x

ζ)x 

V. phalacrocarpa Maxim. アカネスミレ X 
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Viola pumilio W. Becl<er フモトスミレ

v. verecunda A. Gray ツボスミレ

V. violacea Makino シハイスミレ

Flac:mrtiaceae イイギリ科

Xylosma Apactis Koiòzumi クスドイケ‘

Stachyuraceae キブシ干:十

Stachyururs praecox Siebold et Zuccarini キプシ

Thymelaeaceae ジンチョウデ科

Daphne kiusiana Miquel コショウノキ

Elaeagnaceae グミやl

Elaeagnus crispa Thunberg アキグミ

E. pungens Thunberg ナワシログミ

Alangiaceae ウリノキfI

Marlea Macrophylla Siebold et Zuccarini var. trilobata Nakai 

M. platanifolia Siebold et Zuccarini モミヂウリノキ

Oenotheraceae アカパナ利・

Circaea erubescens Frachet et Savatier タニタデ

C. mollis Siebold et Zuccarini ':ヅタマソウ

Oenothera Lamarkiana Seringe オオマツヨイグサ

Haloragaceae アリノトウグサ存|

Halorrhagis micrantha R. Brown アリノトウグサ

Araliaceae ウコギ利

Acanthopanax nipponicum Makino オカウコギ

A. spinosum Miquel ウコギ

Aralia cordata Thunberg ウド

A. elata Seemann タラノキ

か var. canescens N akai メダラ

Hedera T、obleri Nakai キヅタ

Kalopanax pictum Nakai ノ、リギリ

Panax japonicum C. A. Meyer トチパニンジン

Textoria trifida Nakai カクレミノ

Umbelliferae セリ科

-181 

X 

し)

Ox  

。

。×

。

Ox  

Ox  

ウリノキ Ox  

。

Ox 

。×

ﾗ 

。×

u 

Ox  

Ox 

。×

Ox  

Ox  

〉く

。

。

Angelica cartilaginomarginata Nakai var. Makinoi Kitagawa ヒメノダケ Ox  
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Angelica c1ahurica Ben寸1am et Hooker オオシシウ F

A. c1ecursiva Franchet et Savatier ノグケ

A. Iongerac1iata Kitagawa りクシゼリ

A. myriostachys Koic1z. ツクシキヨウカツ

A. polymorp:1a Maximowicz シラネセンキユウ

A. f:chishiuc1o Koic1zumi シシウド

Chamaele decumbens Makino セントウソウ

X 

Cryptotaenia japonica Hasskari ミツパ

HeracIeum nipponicum Kitagawa ハナウド

Hydrocotyle japonica M日kino ミヤマチドメ

H. javanica Thunberg var. laxa l\1asamune オオパチドメグサ

H. ramiflora Maximowicz ヤマチドメ

×

x
x
x
v

へ

Vへ

の

0
0
0
0
0
0

ﾗ 

H. sib':hoη)ioides Lamarck チドメグサ

H. Wilfordi Maximowic1zノチドメ

Ostericum MiqueIianum Kitagawa ヤマゼ、リ

PimpineIla c1iversifolia A. P. De Canc1011e ミツパグサ

Sanicula chinensis Bun宮e ウマノミツパ

c
o
c
c
 
ﾗ 

Torilis japonica A. P. De Canc1011e ヤブジラミ

C:Jrnaceae ミヅキ利

Aucuba japonica Thunberg アオキ

Cornus br2cchypoc1a C. A. Meyer クマノミヅキ

C. controversa Hemsley ミヅキ

Cynoxylon japonica Nakai ヤマボウシ

Helwingia jap::mica WiIlc1enow ハナイカダ

Vハ

0

0

0

0

 

ﾗ

x

x

x

 

o
c
o
c
o
 

METACHLAMYDEAE 後世花被植物E綱

Diapensiaceae イワウメ科

Schizococ1on 801c1anelloides Sieb. et Zucc. var. genuinus Makino イワカカ、ミ

(;1%'11二， -Mifll) 

Clethraceae リヨウブ科

Clethra barbinervis Siebolc1 et Zuccarini リヨウブ

Pirolaceae イチヤクソウ科

Monotropastnun gIobosum H. Anc1res ギンリヨウゾウ

χ 

。)(

人〉
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Pyrola japonica Klenze イチヤクソウ

Ericaceae ツツジ利a

Lyonia Neziki Nal<a i ネヂキ

。

Pieris japon:ca D. Don アセ 1::'

。×

()x 

RhodJdendron dilataturn Miquel ミツベツヴジ

R. Keiskei Miquel ヒカゲツツジ(浅井，前I11 ) 

X 

X 

R. kiusianum Maj{ino ミヤマキリシマ X 

R. reticulatum D. Don. コパノミツベツツジ X 

R. semibarbatum Maximowicz パイカツツジ X 

Tritomodon cernuus Hっnda var. rubens Honda ベニドウグン ﾗ 

Vaccinium bracteatum Thuberg シヤシャンポ Ox 

V. Usunoki Nakai ウスノキ X 

Myrsinaceae ヤブコウジ干l

Bladhia crenata Hara マンリヨウ

" var. Taquetii Hara オウパ J ンリヨウ

ﾗ
 

0

0

0

 
B. japonica Thunberg var. typica Nakai ヤブコウジ

恥1aesa japonica Thunb. イヅセンリヨウ

Primulaceae サクラソウ利

C 

Lysimachia acroadenia Maxim. ミヤマタゴボウ " '-"'; 

L. chlethroides Duby オカトラノオ Ox 

Ox L. japonica Thunb. var. subsessilis F. Maekawa コナスビ

Ebenaceae カキノキ季}

Diospyros japonica Sieb. et Zucc. シナノカ日キ

D. Kaki Thunb. var. silvestris Makino ヤマ方キ

。

。

Symplocaceae ノ、ィノキ利

Dicalix lucida Hara クロキ 。
。

D. myrtacea Hara ハイノキ

Palura chinensis Koi�.zumi form. pilosa Hara サソアタギ

P. coreana Nakai タンナサソフタギ

Ox 

0>く

Styracaceae エゴノキ利

Styrax japonica Sieb. et Zucc. ヱゴノキ Cx 

01eaceae モクセイ科

Fraxinus Sieboldiana Blume var. angustata Blume マルパアオダモ O 
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Fraxinus pubinervis Blume ツクシトネリコ

Ligustrum japonicum Thunb. ネズミモチ

L. obtusifolium Sieb. et Zucc. イボタノキ

ウ var. Regelianum Rehder オエイボタ

L. Tschonoskii Decaisne ミヤマイボタ

Loganiaceae フジウツギ科

Mitrasacme nudicaulis Reinwardt アイナヱ

Gentianaceae リンドウ科

Gentiana scabra Bunge var. orientalis Hara リンドウ

G. Thunbergii Grisebach ハルリンドウ

Swertia bimaculata Hooker et Thomson アゲボノソウ

S. Swertopsis Makino シノノメソウ

Apocynaceae キョウチクトウ科

Trachelo叩ermum asiaticum Nakai var. intermedium Nakai テイカカヅラ O x  

。

Cx 

。

f、\

v 

r" 
~ 

u 

つ

。

。

。

Asclepiadaceae カガイモ科

Cynanchum amplexicaule Hemsley ロクオンソウ

C. atratum Bunge フナパラソウ

Marsdenia tomentosa Mo汀en et Decaisne キジヨラン

Metaplexis japonica 乱rIakino カカ、イモ

Tylophora aristolochioides Miquel オオカモメヅル

Convolvulaceae ヒルヵーォ利'

Calystegia japonica Choisy form. vulgaris Hara ヒルカA オ

x

x

x

 

C

0

3

0

0

 

0>< 

Boraginaceae ムラサキ科

Cynoglossum zeylanicum Thunberg オオルリソウ

Ehretia ovalifolia Hasskarl チシャノキ

Omphalodes japonica Maximowicz ヤマルリソウ

Verbenaceae クマツヅラ科

Callicarpa japonica Thunberg ムラサキシキプ

か var. Taquetii Nakai コパムラサキシキプ

C. mollis Sieb. et Zucc. ヤプムラサキ

》
れ
'

O

コ

、

λ 

か var. ramosissima N akai コパノヤプムラサキ

、
ベ

x
x
x

o
o
c
o
c
o
 

Clerodendrum trichotomum Thunberg クサギ

Premna japonica Miquel ハマクサギ
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Labiatae シソ Cf;r

Ajuga decumbens Thunberg キランゾウ ﾗ 

Clinopodium chinense O. Kunze subsp. grandiflorum Hara var. parviflorum Hara 

クルマパナ Ox 

o C. micranthum Hara イヌトウパナ

Comanthosphace barbinervis Moore ツクシミカヱリソウ X 

C. japonica Moore var. radicaus Honda オオムラサキテンユンソウ(浅井，前/11) x 

Glechoma hederacea L. var. grandis Kudo カキドウシ

Elscholtzia Patrini Garcke ナギナタコウジユ

lsodo inflexus Kudo ヤマハクカ

L japonicus Hara ヒキオコシ

L lanceus Kudo タカクマヒキオコシ

L longitubus Kudo アキチョウジ

Lamium amplexicaule L.ホトケノザ

Leonurus sibiricus L.メノ、ジキ

〉く

x

x

ﾗ
 

0

c

c

o

o

 
X 

Orthodon punctulatum Ohwi イヌコウジユ

Perilla frutescens Britton var. japonica Hara ヱゴマ

ヶ f. citriodora Makino レモンエゴマ

υ
o
 

ﾗ 

。

PruneIla Vulgaris L. subsp. asiatica Hara f. asiatica Hara ウツボグサ Ox  

Salvia japonica Thunberg アキノタムラソウ Ox  

Scutellaria laeteviolacea Koidz山ni シソパタツナミソウ ﾗ 

Tercrium visciclum Blume var. Miqueliamun Hara ツルュヵークサ O 

Solanaceae ナス科

Physaliastrum japonicum Honcla イヵーホホヅキ

Solanum lyratum Thunberg ヒヨドリジヨウゴ

S. Maximowiczii Koidzumi マルバノホロシ

0

0

0

0

 
Tubocapsicum anomalum Makino ハダカホオヅキ

Scrophulariaceae ゴ、マノハグサ科

Mazus MiqueIii Makino var. stolonifer Nakai サギゴケ

Peclicularis refracta Maxim. ヴクシシオカ‘マ(浅井，前/11)

Phtheirospermum japonicum Kanitz. コシオ力、7

Scrophularia Buergeriana Miquel ゴマノハグサ

S. kakuclensis Franchet オオヒナノウスツボ

O x  

ﾗ 

ﾗ 

。

X 
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Siphonつstegia chinensis Bentham ヒキヨモギ

Veronica linariifolia Pallas ホソパヒメトラノオ

Orobanchaceae ハマウツボ利-

Phacellanthus tubiflorus Sieb. et Zucc. キヨスミウツ ;g' (/1110 

。
。

。

Gesneriaceae イワタパコ利

Conandron ramondioides Sieb. et Zucc. var. typicum Malúno イツタパコ C>< 

Lysionotus pauciflorus Maxim. シシンラン (!1110 0 

Phrymaceae ハエドクソウ科

Phτyma Leptostachya L.ノ、ェドクソウ

Plantaginaceae オオバコ利，

Plantago asiatica L. var. densim:cula Pilger ;;jオパコ

Cx 

Qx 

Rubiaceae アカネ字ト

Damnacanthus indicus Gaertener, f. ア J ドウシ O 

Galium asprellum Michaux var. tokyoem:e Nakai ハナムグラ O 

G. Kikumugura Ohwi キクムグラ O 

G. pogonanthum Fr百lch. et Savatier var. setuliflorum Hara ヤマムグラ O 

G. trachyspermum A. Gray ョツパムグラ 0>< 

G. trifloriforme Komarov var. nipponicum Nakai クノL マムグラ O 

G. verum L. var. leiocarpum Ledebour キパナノカワラマツパ Cx 

か form. lacteum N emoto カワラマツベ

Hedyotis japonica Masamune ハシカグサ

H. longituba Nakai ツツナヵーヤイトパナ

Ophiorrhiza japonica Blume サツマイナモリ

Pseudopyxis depressa Miquel イナモリソウ

Rubia Akane N akai アカネ

R. haxaphylla 恥1:akino オオアカネ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

0

0

c

c

c

o

o

 

Caprifoliaceae スイカヅラヂ|

Abelia serrata Sieb. et Zucc. コヴクパネウヴギ

A. spathulata Sieb. et Zucc. ツクパネウヴギ

Ebulus chinensis N akai ソクヅ

Lonicera affinis Hooker et Arnott ハマニンドウ

ﾗ

ﾗ

X

X

 

0

0

0

0

0

0

 

L. hypoglauca 乱1:iqul.キダチニンドウ (/1110

L. japonica Thunberg スイカヅラ
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Lonicera tenuipes Nakai ミヤザウグイスカグラ

Sambucus Sieboldiana Blume ュワトコ

'f form. pilosulum Nakai ガマズミ

ﾗ

ﾗ

 

0

0

0

0

0

 

Viburnum Awahucki K. Koch サンゴジュ

V. dilatatum Thunberg form. hispidum Nakai アラヂカ♂マズミ

V. erosum Thunb. var. punctat山n Franch. et Sav. コベノヵーマズミ Cx  

V. furcatum Blume ムシカリ ﾗ 

V. phlebotrichum Sieb. et Zucc. オトコョウソメ x 

V. Sieboldii Miquel ゴマギ Ox  

V. tomentosum Thunberg ヤプデマリ O 

'f var. cuspidatum Maxim. コヤプデ‘マリ 。 X

V. urceolatum Sieb. et Zucc. var. procumbens Nakai ミヤマシグレ(浅:;):1: ，前 111) x 

V. Wrightii Miquel ミヤマガマズミ

Weigela japonica Thunberg ヴクシヤブウツギ

、〈

Valerianaceae オミナエシ利

Patrinia scabiosaefolia Fischer オミナエシ

νaleriana flaccidissima Maxim. ヤマカノコソウ

x

x

x

x

 

o
o
c
o
 

P. viIlosa Jussieu オトコヱシ

V. japonica Nakai カノコソウ

Dipsacaceae マツムシソウ利

Scabiosa Fischeri A. P. De Candolle var. japonica Nakai マツムシソウ Qx  

Cucurbitaceae ウリ科

Gynostemma pentaphyIlum Makino アマチヤヅル x

x

ﾗ
 

o
ο
0
0
 

Trichosanthes cucumeroides Maxim. カラスウリ

T. multiloba Miquel モミヂカラスウリ

T. quadricirrha Miquel キカラスウリ

Campanulaceae キキョウ利

Adenophora remotifIora Miquel ソパナ

A. triphyIla A. DC. var. japonica Hara ツリガ、ネエンジン

Campanula punctata Lamark ホタルプクロ

か var. rubriflora Makino ムラサキホタルプクロ

X 

Codonopsis lanceolata Trautv. ツルエンジン

Lobelia chinensis Lour. ミゾカクシ

Vへ
×0

0

0

0

 
f、

、)
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Phyteum japonicum Miq. シデシヤジン

Platycodon grandiflorum A. DC. キキゴウ

Compositae キク科

Achillea sibirica Ledeb. var. brevic1ens Ohwi アゾノコギリソウ

Adenocaulon aclhaerescens Maxim. ノプキ

Ainsliaea apiculata Schultz-Bipontinus キヴコウハグマ

A. uniflora Schultz-Bipontinus クサヤツヲゴ

Anaphalis margaritacea Betham et ]. D. Hooker. subsp. japonica Kitamura 

ホソパノヤマハハコ

か subsp. yedoensis Kitamura カワラノ、ハコ

Artemisia c1ubia Wall ユシヨモギ

A. Feddei Leveille et Vaniot ヒメヨモギ

A. japonica Thunberg オトコヨモギ

か form. resedifolia Takec1a ホソパオトコヨモギ

A. Keisl,eana Miquel イヌヨモギ

A. lavanc1ulaefolia DC. ケショウヨモギ

A. stolonifera Komar.ヒロノ、ヤマヨモギ

Aster ageratoides Turcz. subsp. amplexifolius Kitamura ヤマシロギク

ク subsp. ovaius Kiiamura ノコンギク

A. scaber Thunberg シラヤマギク

A. fastigiatus Fischer ヒメシオン

Cacalia delphiniifolia Sieb. et Zucc. モミジヵーサ

Carpesium abrotanoic1es L.ヤプタノ〈コ

C. cernuum L.コヤプタパコ

C. divaricatum Sieb. et Zucc. カ、ンクピソウ

C. glossoplyllum Maxim. サジカ。ンクピソウ

C. rosulatum Miquel ヒメガンクピソウ

Chrysanthemum indicum L.シマカンギク

Cirsium spicatum Matsumura ヤマアザミ

C. suffultum Matsumura ツクシアザミ

Echinops setifer Iljin ヒゴタイ

Ec1ipia alba Hasskarl タカサブロウ

Erigeron linifolius Willdenow アレチノギク

ﾗ 

X 

x

x

ﾗ
 

c
c
c
 
。

x

x

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

0
0
c
o
c
o
 
ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

.
x
x

ﾗ
 

0
0
0
 
ﾗ 

x
 

o
o
o
c
 
( 

) 

。

X 

cx 
Cx 

「、
、ノ

C 

Cx 
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Erigeron canadensis L.ヒメムカシヨモギ

Eupatorium japonicum Thunberg ヒヨドリパナ

E. Lindleyanum A. P. De Candolle サワヒヨドリ

Gnaphalium hypoleucum A. P. De Candolle アキノハハコグサ

G. japonicum Thunberg チチコグサ

G. multiceps Wallich ハハコグサ

Hemistepta Iyrata Bunge キツネアザミ

Heteropappus hispidus Lessing ヤマジノギク

Inula britannica L. subsp. japonica Kitamura オグJl-，

Ixeris dentata Nakai ニガナ

I. stolonifera A. Gray ヂシパリ

Kalimeris incisa A. P. Dcandolle. オオュウカギク

x

x

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

0

0

C

0

0

0

 
〉ぐ

Ox  

0>< 

X 

0>< 

ひ var. yomena Kitamur・a ヨメナ

K. Miqueliana Kitamura オオパヨメナ

Lactuca Raddeana Maxim. ヤマニガナ

L. squarrosa 恥1:iquel アキノノゲ、シ

か form. indivisa Honda ホソパノアキノノゲシ

Lapsana humilis Makino ヤプタピラコ

Leibnitzia Anandria Nakai センボンヤリ

Ligularia Fi~cheri Turczaninow オタカラコウ

L. japonica Lessing h ンカイソウ

L. stenocephala Matsumura et Koidzumi メタカラコウ

Miricacalia Maekawae Nakai タイミンカずサモドキ(浅井，前/11 ) 

Mycelis sororia Nakai ムラサキニ方ナ

Paraixeris denticulata Nakai ヤクシゾウ

。 form. pinnatipartita Nakai ハナヤクシソウ

Petasites japonicus Miquel フキ Cx  

x

x

x

ﾗ

X
 

0

0

0

0

c

c

c

o

o

 

ﾗ 

ﾗ 

〉ぐ

。

Picris hieracioides L. SUbfp. japonica Handel-Mazzetti コウゾリナ Cx  

Prenanthes acerifolia Matsumura フクオウソウ Ox  

Rhynchospermum verticillatum Reinwardt シウブンソウ Ox  

Saussurea gracilis Maxim. ホクチアザミ X 

S. nipponica Miq. subsp. kiusiana Kitamura ツクシトウヒレン(浅井，前/1/) x 

S. pulchella Fischer ヒメヒゴタイ ﾗ 
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Senecio flammeus Turczaninow var. glabrifolius Cufodontis 

S. nemorensis L. var. Turczaninowii Hara キオン

S. nikoensis Miquel サソギク

S. Pierotii Miquel サソオグルマ

Serratula insularis Il jin タムラソウ

Siegesbeckia glabrescens Makino コメナモミ

S. pubescens Makino メナモさ

Solidago japonica Kitamura アキノキリンゾウ

Sonchus oleraceus Linnaeus ノヂシ

Stenactis annua Nees ヒメジヨオン

Synurus excelsus Kitamura ノ、パヤマボクチ

Xanthium japonicum Widder オナモさ

Youngia japonica A. P. De Candolle オエタ\~.-ラコ

MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物綱

Gramineae イネ利

Agropyron ciliare Franchet アオカモジグサ

A. semicostatum Nees カモジグサ

Agrostis Matsumurae Hackel ヌカボ

A. palustris Hudson コヌカグサ

Andropogon micranthus Kunth ヒメアプラススキ

Arthraxon hispidus Makino var. brevisetus Hara コブナグサ

Arundinella hirta Tanaka ケトダシパ

ケ var. ciliata Koic1z. トダシパ

コウリンクソ :]x 

f、司J、>:、

Cx 

。×

Lf『J¥ 

Ox  

。

。×

()x 

O x  

。×

C, x 

Ox  

〆

、J

つ×

リ〉、

ﾗ 

。 λ

F、

。 λ

Brachypodium miserum Koidz ヤマカモジグサ CX 

Bromus remotiflorus ohwi キツネカ、ヤ 0>: 

Calamagrostis aristata Ohwi var. hrachytricha Hachel サイトウヵ・ャ O パ

C. autumnalis Koidz. キリシマノカA リヤス χ 

C. hakonensis Franch. et Sav. ヒメノカ‘リヤス λ 

Cymbopogon Goeringi i Honda オカルカヤ C 三

Cynodon Dactylon Persoon キヨウギシパ 0>:: 

Diarrhena japonica Franch et Sav. タツノヒヂ X 

Digitaria Ischaemum Muehl.アキえイジハ 0>: 
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Digilaria sanguinalis Scopoli var. ciliaris DJell メイジハ

Eccoilopus cotulifer A. Camus アプラススキ

Echinochloa crusgalli Beauvois subsp. submutica Honda ノピヱ

Eragrostis ferrugin己a Beauvois カゼ、クサ

[

X 
、一-'

Sx 

。〉く

Ox 

E. japonica Trinius コゴメカゼクサ

E. multicaulis Steudel ==-ワホコリ Cx 

E. pilosa Beauvois オオエワホコリ X 

Festuca parvigluma Steudel ト*'シガラ X 

Imperata cylindrica Beauvois var. Koenigii Durand et Schinz ヂガヤ Ox 

Koeleria gracilis Persoon ミノボロ X 

Lophatherum gracile Brong. var. elaimn Hackel サザクサ 0>< 

Microstegimn nudum A. Camus ササヵーャ C >< 

M. vimineum A. Camus var. imberbe Honda アジボソ C>< 

Miscanthus oligostachyus Stapf カリヤスモドキ 0>< 

M. sinensis Anderson ススキ ょっ x

ヴ var. purpurascens Rendle ムラサキススキ

Muehlenbergia Huegelii Trinius オオネズミガヤ

r、

、ノ λ

,_. 

M. japonica Steudel ネズミガヤ

Oplismenus japonicus Honda コチヂさサごサ

O. undulatifolius Roemer et Schut チヂミザサ

Panicum bisulcatum Thunberg ヌカキピ

Paspalum Thunbergii Kunth スズ d ノヒヱ

Pennisetum alopecuroides Sprengel チカラシパ

Poa sphondylodes Trinius var. strictula Koid.z. ヒメイチゴツナギ

Schizachyrimn brevifolimn Nees ウシクサ

C>< 

X

ﾗ

x
 

o
c
o
o
 c x 

。

" 
Setaris lutescens Hubbard キンエノコ日 C>< 

S. viridis Beauvois ヱノコログサ 。×

Sorghum fulvum Beauvois モロコンカヤ 。×

Spodiopogon sibiricus Trinius オオアプラススキ 〉く

Themeda japonica Tanaka メガルカヤ

Trisetum bifidum Ohwi カニツリグザ

Cx 

Cx 

Zoysia japonica Steudel シパ ﾙx 
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Bambl1saceae タケ1';1・

Nipponocalaml1s argenteostriatl1s Nakai var. distichl1s Nal,ai 

N. nagashima Nakai ヒロフザサ

N. Simonii N akai メダケ

Pseudosasa japonica Makino ヤダケ

Sasa asoensis Nakai アソザサ

S. nipponica Makino ミヤコザサ

Sasamorpha purpl1rascens Nakai var. typica Nakai スズダケ

Cyperaceae カヤツリグサ手1.

Bulbostylis capillaris Kunth イトハナピテンツキ

Carex brunnea Thunberg var. Nakiri Ohwi ナキリスゲ、

C. chrysolepis Franch. et Sav. コイワカンスゲ、

C. conica Bott ヒメカンスゲ、

C. Femaldiana Leveille et Vaniot イトスゲ、

C. japonica Thunberg ヒゴクサ

C. leucochlora Bunge アオスケ‘

C. ligulata Nees サツマスヂ(浅井前1 1I ) 

C. mollicula Boott ヒメシラスヂ

Cyperl1S Iria L.コゴメカ、ヤりリ

C. microiria Stel1del カヤツリグサ

Fimbristylis miliacea Vahl ヒデリコ

F. subbispicata Nees et 乱1eyen ヤマイ

KyIlingia brevifoIia Bott. var. Ieiolepis Hara ヒメクグ

Mariscl1s Sieberianl1s Nees var. subcomposita Clarke クグ

Pycrel1s saw::uinolentl1s Nees カワラスガナ

Scirpl1s Wichl1rai Boeck. var. concolor Ohwi アプラガヤ

Araceae サトイモ科

Acorus graminel1s Solander セキショウ

Arisaema Maximowiczii Nakai ツクシテンナンショウ

A. ringens Schott var. praecox Engler ムサシアブミ

A. robl1stum Nakai ヒロハテンナンショウ

A. sikokianum Franch. et Sav. ユキモヂソウ

PineIlia temata Breit. var. viridis Makino ハンデ

ゴキ夕、ケ 0>< 

。

0>< 
，~ 

u 

。

。

0>< 

。

0>< 

ﾗ 
LrJ 、、、

0>< 

。

。×

コ〈

。

0>< 

0>< 

。×

C>< 

0>< 

o 
C>< 

。

。

0>< 

0>< 

0>< 

0>< 

0>< 
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Pinellia tripartita Schott オオハンヂ r~ 
) 

Commelinaceae ツユクサ科

Aneilema Keisak Has巴kar1イボクサ ﾗ 

Commelina communis L.ツユクサ C>< 

ヶ form. albiflora Makino シロベナツユクサ X 

Pollia japonica Thunberg ヤブミヨウカ

Stemonaceae ピヤクブ科

X 

Croomia japonica Miq. ヒメナベワリ
r、

'---' 

Liliaceae ュリ手:ト

Alectorurus yedoensis 孔1akino ケイピラン x 

'! var. stenophyllum Nakai ホソパホウチヤクゾウ

×
×

x
v

へ
×

0

0

0

C

C

0

0

0

 

Aletris spicaia Franchet ソクシンラン

Allium Yamarakkyo Honda ヤマラッキヨウ

Asparagus schoberoides Kunth キジカクシ

Cardiocrinum c�datum Makino ウベュリ

Chionographis japonica Maxim. シライトソウ

Disporum hallaisanense Ohwi ホウチヤクソウ

D. lutescens Koidz. キパナチゴ、ユリ

D. smilacimun A. Gry チゴユリ 〉て

Heloniopsis breviscapa Maxim var. albif10ra Hara シロベナショウジヨウペカ 70X

Hem巴rocallis disticha Don var. Kwan!'o Nakai ヤブカンゾウ

H. Thunbergi� Baker ユウスヂ

ﾗ

x

x

x

ﾗ
 

C
C
O

つ

O

Lil1ium lanc.ifolium Timnberg オニユリ

L. pseudotigrinum Carr. コオニユリ

Hosta longipes Matsumura イワギボウシ

H. montana F. Maekawa オウパギボウシ 。 X

Liriope muscari Bailey var. communis Nakai ヤプラン C>< 

Maianthemum dilatatum Nelson et Macbride マイヅルゾウ X 

ケ form. robus回m Makino オオパオウセイ

×

Vへ
×

o
o
c
o
 

Metanarthecium luteoviric1e Maxim. ノギラン

Ophiopogon japonicus Ker旬Gawler ジャノヒヂ

PolygonaiUm falcatum A. Gray ナルコユリ

P. jap:)l1icum Morr. et Decne アマドコロ ﾗ 
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Rohaea japonica Roth オモト

Scilla 8ci11oide~弓 Druce ヴルボ

~/ 
) 

「

ﾗ 
) 

Smilacia japonica A. Gray ユキザサ X 

Smilax china L.サルトリイパラ Qx 

S. higoensis Miquel var. maximowiczii Kitagawa シオ戸 つ×

S. Sieboldii Miq. ヤマカ。シユウ

Tricyrtis affinis Makìno ヤマジノホトトギス

〉く

Cx 

T. hirta Hooker.ホトトギ、ス ()x 

T. macropoda お1iquel ヤマホトトギス

Veratrum Maackii Regel ナガパシュロゾウ

〆'、、、，

v ハ

。×

Amaryllidaceae ヒガンベナ科

Lycoris radiata Herbert ヒガンパナ

L. sanguinea Maxim. キツネノカミソウ

Cx 
/、

、，

、vノ、

Dioscoreaceae ヤマノイモ科

Dio8corea bul1コifera L.ニカカ‘シユウ C ベ

D. japonica Thunb. ヤマノイモ

D. septemloba Thunb. キクパドコロ

D. Tokoro Makino オニドコロ

，、

、JX

('. 
,-,' 

υx 

Iridaceae アヤメ利

Belamcanda chinensis DC. ヒオウギ
r'  

、ず, 
) 

Zingiberaceae ショウカ刊・

Alpinia japonica 九1ig. ハナミヨウヵー

Zingiber 乱1ioga R08coe ~ヨウヵー

。

。

Orchidaceae ラン科

Calanthe discolor Lindley ヱビネ

C. striata R. Br. form. Sieboldi Ohwi キヱピ、ネ

( 

>

f 、、

、，

C. reflexa Maxim. ナツヱビネ f 、二
、、J 、

Cymbidium virescens Lindley ホクロ

Cypripedium japonicum Thunb. クマカ‘ヱゾウ

Dendrobium monile Kraenzl セキコク

。

()x 

Epipactis longifolia Blume カキラン

Perularia Iinumae Ohwi イイヌ γ ムカゴ ([11f t)

Platanthera minor Reichb. fil.オオパノトンボソウ

ﾗ
 

O

C

O

 
(、，

'---'へ
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Pogon僘 minor Makino ヤマトキソウ

Ponerorchis graminifolia Reichb. fil ウチョウラン

Spiranthes sinensis Ames ネジベナ
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Katwmi SλI 

R駸um� 

The writers investigated on the silvicultural plan for flood disaster control. 

at the ASO district as members of the investigation committee on the KYUSHU 

floodec1 c1istricts which had occurred by extrao1'dina1'Y rainfalI in June 26, 1953. 

The w1'ite1's made 1'ecommendatons on silvicultu1'al plan of ASO district upon 

the basis of the folIowing contents. 

1. Facto1's upon the silvicultu1'al control plan of the ASO flooded dist1'ict. 

A. Associations. (Vegetational). 

(1) Units of vegetation and climax community of plants. 

(2) Human influences; buming, mowing and defo1'estation. 

(3) Influences of g1'azing. 

B. Vegetations by the diffe1'ence of natu1'aI features and altiturles. 

C. Relations between the soil natu1'e and the 1'oot system of trees. 

n. The silvicultu1'al cont1'ol plan of the ASO flooded dist1'ict. 

A. T1'ees fo1' plantation and silvicultu1'al plan. 

B. DetaiIs. 

(1) P1'opagation of t1'ees fo1' improving soils. 

(2) Plantation of pine (Pinus densiflo1'a and P. Thunbe1'gii). 

(3) Plantation of Quercus acutissima , Q. dentata , Q. c1'ispula and Castanea 

crenata. 

(4) Plantation of Hyd1'angea paniculata var. f101'ibunda and Salix 

Sieboldiana. 

(5) Plantatation a1'ound 1'esidence sites. 

(6) Plantation at to1'1'ential 1'ive1'-side. 

Appendix. 

The 1ist of plants , indigeneous to the Mt. ASO , colIected by Yasaka Hayashi. 


